
  

 

土 木 工 事 成 績 評 定 基 準             

 

 （目的） 

第１ この基準は土木局の所掌に属する土木工事の成績評定（以下「評定」という。）

に必要な事項を定め，厳正かつ的確な評定の実施を図り，もって受注者の適正な選定

及び指導育成に資することを目的とする。 

 

 （評定の対象） 

第２ 評定は，原則として１件の請負代金額が 500 万円以上の土木工事について行うも

のとする。ただし，引渡しを受ける目的物がない工事又は簡易な維持修繕工事につい

ては，評定の対象外とすることができるものとする。 

 

 （評定の内容） 

第３ 評定は，次の考査項目ごとに，加減点方式により行うものとする。 

考査項目 細  別 

１ 施工体制 ①施工体制一般 ②配置技術者 

２ 施工状況 ①施工管理 ②工程管理 ③安全対策 ④対外関係 

３ 出来形及び出来ばえ ①出来形 ②品質 ③出来ばえ 

４ 工事特性  

５ 創意工夫  

６ 社会性等  

７ 法令遵守等 ① 法令遵守等 ②評価内容の担保 
          （総合評価方式による発注の場合） 

 

 （評定者） 

第４ 完成検査において工事成績の評定を行う者（以下「評定者」という。）は，検査

員及び立会人とする。 

  検査員とは，土木工事検査規程第３条第３項又は第４項の定めにより完成検査を行

う職員とする。立会人とは，土木工事検査規程第９条第１項の定めにより立会する場

合はその監督員とし，土木工事監督規程第５条第２項により指定された総括監督員又

は主任監督員とする。土木工事検査規程第９条第２項の定めにより立会する場合はそ

の職員とする。 

２ 中間検査における評定者は，検査員とする。 

  検査員とは，土木工事検査規程第３条第２項又は第４項の定めにより中間検査を行

う職員とする。 

 



  

 

 （評定の方法） 

第５ 完成検査における評定は，別紙－１及び別紙－２の「工事成績評点の考査項目別

運用表」並びに別紙－３の「記入方法及び留意事項」に基づいて，様式－１の｢工事成

績評定表｣を作成する。 

２ 中間検査における工事成績の評定は，別紙－２の「工事成績評点の考査項目別運用

表」及び別紙－３の「記入方法及び留意事項」に基づいて，様式－１の｢工事成績評定

表｣を作成する。 

３ 完成検査における立会人である評定者は，検査員の評定に先立って評定を行うもの

とする。 

４ 検査員である評定者は，中間検査において評定を行う場合は，当該工事の監督員か

ら施工体制及び施工状況等について確認し評定する。 

５ 評定者は，別紙－１及び別紙－２の「工事成績評点の考査項目別運用表」の各欄に

「その他」とある場合は，当該工事の特性を考慮し他の事項と同程度のものを追加す

ることができるものとする。 

６ 所見は，評定にあたり特記事項のある場合に記入するものとする。 

 

 （評定結果の提出） 

第６ 検査員である評定者は，評定を行ったときは，遅滞なく，発注者に｢工事成績評

定表｣及び「工事成績評点の考査項目別運用表」を検査調書（建設工事請負契約約款（以

下「契約約款」という。）第 31 条，第 38 条関係）に付して提出するものとする。 

 

 （評定の結果の通知） 

第７ 発注者は，完成検査の終了後，評定者から評定結果の提出があったときは，遅滞

なく，当該工事の受注者に対して，別に定めるところにより，評定の結果を通知する

ものとする。 

 

 （評定の修正） 

第８ 発注者は，第７の通知をした後，当該評定を修正する必要があると認められる場

合は，修正しなければならない。 

２ 発注者は，前項の修正を行ったときは，遅滞なく，当該工事の受注者に対して，そ

の結果を通知するものとする。 

 

 （説明請求等） 

第９ 第７又は第８による通知を受けた者は，通知を受けた日から起算して 14 日（広

島県の休日を定める条例（平成元年条例第２号）に定める「県の休日」を含む。）以内

に，書面により，発注者に対して評定の内容について説明を求めることができるもの



  

 

とする。 

２ 発注者は，前項による説明を求められたときは，書面により回答するものとする。 

 

   附 則 

１ この基準は，昭和 60 年 ７月１日から施行する。 

２ この基準は，平成 ９年 ４月１日から施行する。 

３ この基準は，平成 12 年 ４月１日から施行する。 

４ この基準は，平成 13 年 10 月１日から施行する。 

５ この基準は，平成 17 年 12 月１日から施行する。 

６ この基準は，平成 19 年 ６月１日から施行する。 

７ この基準は，平成 20 年 ６月１日から施行する。 

８ この基準は，平成 22 年 ６月１日から施行する。 

９ この基準は，平成 23 年 ６月１日から施行する。 

10 この基準は，平成 24 年 ４月１日から施行する。 

11 この基準は，平成 24 年 ６月１日から施行する。 
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告
を
適
時
及
び
的
確
に
行
っ
て
い
る
。

 

【
監
理
（
主
任
）
技
術
者
を
評
価
す
る
項
目
】

 

 
書
類
を
共
通
仕
様
書
及
び
諸
基
準
に
基
づ
き
適
切
に
作
成
し
，
整
理
し
て
い
る
。

 
 
契
約
書
，
設
計
図
書
，
適
用
す
べ
き
諸
基
準
等
を
理
解
し
，
施
工
に
反
映
し
て
い
る
。

 

 
施
工
上
の
課
題
と
な
る
条
件
（
作
業
環
境
，
気
象
，
地
質
等
）
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

 

 
下
請
の
施
工
体
制
及
び
施
工
状
況
を
把
握
し
，
技
術
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

  
 
監
理
（
主
任
）
技
術
者
が
，
明
確
な
根
拠
に
基
づ
い
て
技
術
的
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 
評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

c 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

□
 
配
置
技
術
者
に
関
し
て
，
監
督

員
が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を

行
っ
た
。

 
 

 
配
置
技
術
者
に
関
し
て
，
監
督

員
か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善

指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 
 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 
②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 
③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



 
3

別
紙
－
１
②

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
立
 
会
 
人
）

 

考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 
Ⅰ
．
施
工
管
理

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
「
監
督
段
階
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
う
ち
，
施
工
管
理
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。

 
 
施
工
計
画
書
が
，
設
計
図
書
及
び
現
場
条
件
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 

 
現
場
条
件
の
変
化
に
対
し
て
，
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

 

 
工
事
材
料
の
品
質
に
影
響
が
無
い
よ
う
保
管
し
て
い
る
。

 
 
日
常
の
出
来
形
管
理
を
，
設
計
図
書
及
び
施
工
計
画
書
に
基
づ
き
適
時
及
び
的
確
に
行
っ
て
い
る
。

 

 
日
常
の
品
質
管
理
を
，
設
計
図
書
及
び
施
工
計
画
書
に
基
づ
き
適
時
及
び
的
確
に
行
っ
て
い
る
。

 

 
現
場
内
の
整
理
整
頓
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
。

 
 
使
用
材
料
の
品
質
証
明
書
及
び
写
真
等
を
整
理
し
て
い
る
。

 

 
工
事
打
合
せ
簿
を
，
不
足
無
く
整
理
し
て
い
る
。

 

 
建
設
副
産
物
の
再
利
用
等
へ
の
取
り
組
み
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

  
 
工
事
全
般
に
お
い
て
，
低
騒
音
型
，
低
振
動
型
，
排
出
ガ
ス
対
策
型
の
建
設
機
械
及
び
車
両
を
使
用
し
て
い
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 
評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

c 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

□
 
施
工
管
理
に
関
し
て
，
監
督
員

が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を
行

っ
た
。

 
 □
 
設
計
図
書
と
適
合
し
な
い
箇
所

が
あ
り
，
か
し
担
保
に
よ
る
修

補
又
は
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ

た
。

 
 

 
施
工
管
理
に
関
し
て
，
監
督
員

か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 

２
．
施
工
状
況

 

Ⅱ
．
工
程
管
理

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
「
監
督
段
階
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
う
ち
，
工
程
管
理
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。

 

 
工
程
に
与
え
る
要
因
を
的
確
に
把
握
し
，
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
工
程
表
を
作
成
し
て
い
る
。

 
 
実
施
工
程
表
の
作
成
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
，
適
切
に
工
程
を
管
理
し
て
い
る
。

 

 
現
場
条
件
の
変
化
へ
の
対
応
が
迅
速
で
あ
り
，
施
工
の
停
滞
が
見
ら
れ
な
い
。

 

 
時
間
制
限
や
片
側
交
互
通
行
等
の
各
種
制
約
へ
の
対
応
が
適
切
で
あ
り
，
大
き
な
工
程
の
遅
れ
が
無
い
。

 
 
工
事
の
進
捗
を
早
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 

 
適
切
な
工
程
管
理
を
行
い
，
工
程
の
遅
れ
が
無
い
。

 

 
休
日
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
 
計
画
工
程
以
外
の
時
間
外
作
業
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。

 

 
災
害
復
旧
工
事
な
ど
特
に
工
期
的
な
制
約
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
，
余
裕
を
も
っ
て
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

 

 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

c 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 
 

 
工
程
管
理
に
関
し
て
，
監
督
員

が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を
行

っ
た
。

 
  

 
工
程
管
理
に
関
し
て
，
監
督
員

か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 
□
 
受
注
者
の
責
に
よ
り
工
期
内

に
工
事
を
完
成
さ
せ
な
か
っ

た
。

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④

 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
１
③

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
立
 
会
 
人
）

 

考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 
Ⅲ
．
安
全
対
策

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
「
監
督
段
階
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
う
ち
，
安
全
対
策
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。

 
 
災
害
防
止
協
議
会
等
を
１
回
／
月
以
上
行
っ
て
い
る
。

 

 
安
全
教
育
及
び
安
全
訓
練
等
を
半
日
／
月
以
上
実
施
し
て
い
る
。

 

 
安
全
巡
視
，
Ｔ
Ｂ
Ｍ
，
Ｋ
Ｙ
等
を
実
施
し
，
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

 
 
新
規
入
場
者
教
育
の
内
容
に
，
当
該
工
事
の
現
場
特
性
を
反
映
し
て
い
る
。

 

 
工
事
期
間
を
通
じ
て
，
労
働
災
害
及
び
公
衆
災
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
。

 

 
過
積
載
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
 
仮
設
工
の
点
検
及
び
管
理
を
，
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
用
い
て
実
施
し
て
い
る
。

 

 
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
を
，
各
種
基
準
及
び
関
係
者
間
の
協
議
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

 

 
地
下
埋
設
物
及
び
架
空
線
等
に
関
す
る
事
故
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
 
作
業
員
休
憩
所
設
置
等
，
作
業
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

c 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

 
安
全
対
策
に
関
し
て
，
監
督
員

が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を
行

っ
た
。

 
 

 
安
全
対
策
に
関
し
て
，
監
督
員

か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 

２
．
施
工
状
況

 

Ⅳ
．
対
外
関
係

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
「
監
督
段
階
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
う
ち
，
対
外
関
係
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。

 

 
関
係
官
公
庁
な
ど
と
調
整
を
行
い
，
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
無
い
。

 

 
地
元
と
の
調
整
を
行
い
，
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
無
い
。

 
 
第
三
者
か
ら
の
苦
情
が
無
い
。
も
し
く
は
，
苦
情
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

 

 
関
連
工
事
と
の
調
整
を
行
い
，
円
滑
な
進
捗
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

 
工
事
の
目
的
及
び
内
容
を
，
工
事
看
板
な
ど
に
よ
り
地
域
住
民
や
通
行
者
等
に
分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 
評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

c 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 
  

 
対
外
関
係
に
関
し
て
，
監
督
員

が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を
行

っ
た
。

 
 

 
対
外
関
係
に
関
し
て
，
監
督
員

か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 
 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④

 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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 別
紙
－
１
④

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
立
 
会
 
人
）

 

考
査
項
目

 
細

別
 

工
 
 
夫
 
 
事
 
 
項

 
【
そ
の
他
】

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

Ⅰ
．
創
意
工
夫

 
  

【
施
工
】

 
 
施
工
に
伴
う
器
具
，
工
具
，
装
置
等
に
関
す
る
工
夫
又
は
設
備
据
付
後
の
試
運
転
調
整
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
な
ど
の
代
替
材
の
利
用
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
土
工
，
地
盤
改
良
，
橋
梁
架
設
，
舗
装
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
等
の
施
工
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
部
材
並
び
に
機
材
等
の
運
搬
及
び
吊
り
方
式
な
ど
の
施
工
方
法
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
設
備
工
事
に
お
け
る
加
工
や
組
立
等
又
は
電
気
工
事
に
お
け
る
配
線
や
配
管
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
給
排
水
工
事
や
衛
生
設
備
工
事
等
に
お
け
る
配
管
又
は
ポ
ン
プ
類
の
凍
結
防
止
，
配
管
の
つ
な
ぎ
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
照
明
な
ど
の
視
界
の
確
保
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
仮
排
水
，
仮
道
路
，
迂
回
路
等
の
計
画
的
な
施
工
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
運
搬
車
両
，
施
工
機
械
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
支
保
工
，
型
枠
工
，
足
場
工
，
仮
桟
橋
，
覆
工
板
，
山
留
め
等
の
仮
設
工
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
盛
土
の
締
固
度
，
杭
の
施
工
高
さ
等
の
管
理
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
施
工
計
画
書
の
作
成
，
写
真
の
管
理
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
出
来
形
又
は
品
質
の
計
測
，
集
計
，
管
理
図
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
施
工
管
理
ソ
フ
ト
，
土
量
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
活
用
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
情
報
化
施
工
を
取
り
入
れ
た
工
事
。
 

 
 
特
殊
な
工
法
や
材
料
を
用
い
た
工
事
。

 
 
優
れ
た
技
術
力
又
は
能
力
と
し
て
評
価
す
る
技
術
を
用
い
た
工
事
。

 
【
新
技
術
活
用
】

 
 
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
技
術
の
う
ち
「
有
用
と
さ
れ
る
技
術
」
を
活
用
し
て
い
る
。

 
 
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
技
術
の
う
ち
「
有
用
と
さ
れ
る
技
術
」
以
外
の
技
術
を
活
用
し
，
現
場
の
創
意
工
夫
に
寄
与
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
。
 

 
※
 
加
点
対
象
は
受
注
者
側
か
ら
新
技
術
活
用
を
提
案
し
た
場
合
の
み
と
し
，
発
注
者
が
指
定
し
活
用
し
た
場
合
は
，
加
点

措
置
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
 

※
 
「
有
用
と
さ
れ
る
技
術
」
と
は
，
評
定
時
に
推
奨
技
術
，
準
推
奨
技
術
，
設
計
比
較
対
象
技
術
，
活
用
促
進
技
術
，
少

実
績
優
良
技
術
に
選
定
さ
れ
て
い
る
技
術
を
い
う
。
 

【
品
質
】

 
 
土
工
，
設
備
，
電
気
の
品
質
向
上
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
，
打
設
，
養
生
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
鉄
筋
，
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
等
の
使
用
材
料
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
配
筋
，
溶
接
作
業
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
【
安
全
衛
生
】

 
 
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
が
定
め
る
指
針
に
基
づ
く
安
全
衛
生
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

 
 
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
仮
設
備
等
に
関
す
る
工
夫
。（
落
下
物
，
墜
落
・
転
落
，
挟
ま
れ
，
看
板
，
立
入
禁
止
柵
，
手

摺
り
，
足
場
等
）

 
 
安
全
教
育
，
技
術
向
上
講
習
会
，
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
現
場
事
務
所
，
労
務
者
宿
舎
等
の
空
間
及
び
設
備
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
有
毒
ガ
ス
並
び
に
可
燃
ガ
ス
の
処
理
及
び
粉
塵
防
止
並
び
に
作
業
中
の
換
気
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
一
般
車
両
突
入
時
の
被
害
軽
減
方
策
又
は
一
般
交
通
の
安
全
確
保
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
厳
し
い
作
業
環
境
の
改
善
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
環
境
保
全
に
関
す
る
工
夫
。

 

 

【
創
意
工
夫
の
詳
細
評
価
】
工
夫
の
内
容
及
び
具
体
的
内
容
を
記
載

 

  

５
．
創
意
工
夫

 
 

記
述
評
価

 
（
レ
マ
ー
ク
を
付

し
た
評
価
内
容

を
詳
細
記
述
）

 

  
評
点
：
 
 
 
 
 
点

 
 

 

※
１
．
特
に
評
価
す
べ
き
創
意
工
夫
事
例
を
加
点
評
価
す
る
。

 
※
２
．
評
価
は
各
項
目
に
お
い
て
１
つ
レ
点
が
付
さ
れ
れ
ば
１
点
で
評
価
し
，
該
当
す
る
数
と
重
み
を
勘
案
し
て
，
最
大
６
点
の
加
点
評
価
と
す
る
。。

 
※
３
．
上
記
の
考
査
項
目
の
他
に
評
価
に
値
す
る
企
業
の
工
夫
が
あ
れ
ば
，
そ
の
他
に
具
体
の
内
容
を
記
載
し
て
加
点
す
る
。
な
お
，
検
査
員
が
評
価
す
る
「
工
事
特
性
」
と
の
二
重
評
価
は
行
わ
な
い
。
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別
紙
－
２
①

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 
Ⅰ
．
施
工
管
理

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
契
約
書
第
１
８
条
第
１
項
第
１
号
～
５
号
に
基
づ
く
設
計
図
書
の
照
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
施
工
計
画
書
が
工
事
着
手
前
に
提
出
さ
れ
，
所
定
の
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
，
設
計
図
書
の
内
容
及
び
現
場
条
件
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
工
事
期
間
を
通
じ
て
，
施
工
計
画
書
の
記
載
内
容
と
現
場
施
工
方
法
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
現
場
条
件
又
は
計
画
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
，
そ
の
都
度
当
該
工
事
着
手
前
に
変
更
計
画
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
工
事
材
料
の
品
質
に
影
響
が
無
い
よ
う
工
事
材
料
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
立
会
確
認
の
手
続
き
を
事
前
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
建
設
副
産
物
の
再
利
用
等
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
施
工
体
制
台
帳
及
び
施
工
体
系
図
を
法
令
等
に
沿
っ
た
内
容
で
適
確
に
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
下
請
に
対
す
る
引
き
取
り
（
完
成
）
検
査
を
書
面
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
工
事
の
関
係
書
類
を
不
足
な
く
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

c 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

 
施
工
管
理
に
関
し
て
，
監
督

員
が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示

を
行
っ
た
。

 
 □
 
設
計
図
書
と
適
合
し
な
い
箇

所
が
あ
り
，
か
し
担
保
に
よ

る
修
補
又
は
損
害
賠
償
請
求

を
行
っ
た
。

 
 

 
施
工
管
理
に
関
し
て
，
監
督

員
か
ら
の
文
書
に
よ
る
改

善
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 

２
．
施
工
状
況

 

Ⅱ
．
工
程
管
理

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
「
監
督
段
階
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
う
ち
，
工
程
管
理
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。

 

 
工
程
に
与
え
る
要
因
を
的
確
に
把
握
し
，
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
工
程
表
を
作
成
し
て
い
る
。

 
 
実
施
工
程
表
の
作
成
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
，
適
切
に
工
程
を
管
理
し
て
い
る
。

 

 
現
場
条
件
の
変
化
へ
の
対
応
が
迅
速
で
あ
り
，
施
工
の
停
滞
が
見
ら
れ
な
い
。

 

 
時
間
制
限
や
片
側
交
互
通
行
等
の
各
種
制
約
へ
の
対
応
が
適
切
で
あ
り
，
大
き
な
工
程
の
遅
れ
が
無
い
。

 
 
工
事
の
進
捗
を
早
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 

 
適
切
な
工
程
管
理
を
行
い
，
工
程
の
遅
れ
が
無
い
。

 

 
休
日
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
 
計
画
工
程
以
外
の
時
間
外
作
業
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

c 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

 
工
程
管
理
に
関
し
て
，
監
督

員
が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示

を
行
っ
た
。

 
 

 
工
程
管
理
に
関
し
て
，
監
督

員
か
ら
の
文
書
に
よ
る
改

善
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④

 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
２
②

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 
２
．
施
工
状
況

 
Ⅲ
．
安
全
対
策

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
「
監
督
段
階
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
う
ち
，
安
全
対
策
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。

 
 
災
害
防
止
協
議
会
等
を
１
回
／
月
以
上
行
っ
て
い
る
。

 

 
安
全
教
育
及
び
安
全
訓
練
等
を
半
日
／
月
以
上
実
施
し
て
い
る
。

 

 
安
全
巡
視
，
Ｔ
Ｂ
Ｍ
，
Ｋ
Ｙ
等
を
実
施
し
，
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

 
 
新
規
入
場
者
教
育
の
内
容
に
，
当
該
工
事
の
現
場
特
性
を
反
映
し
て
い
る
。

 

 
工
事
期
間
を
通
じ
て
，
労
働
災
害
及
び
公
衆
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
。

 

 
過
積
載
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
 
仮
設
工
の
点
検
及
び
管
理
を
，
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
用
い
て
実
施
し
て
い
る
。

 

 
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
を
，
各
種
基
準
及
び
関
係
者
間
の
協
議
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

 

 
地
下
埋
設
物
及
び
架
空
線
等
に
関
す
る
事
故
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
 
作
業
員
休
憩
所
設
置
等
，
作
業
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

c 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

 
安
全
対
策
に
関
し
て
，
監
督

員
が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示

を
行
っ
た
。

 
 

 
安
全
対
策
に
関
し
て
，
監
督

員
か
ら
の
文
書
に
よ
る
改

善
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④

 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



 
8

別
紙
－
２
③

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
出
来
形
の
測
定
が
，
必
要
な
測
定
項

目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基
準
に
基

づ
き
行
わ
れ
て
お
り
，
測
定
値
が
規

格
値
を
満
足
し
，
そ
の
ば
ら
つ
き
が

規
格
値
の
概
ね
５
０
％
以
内
で
，
下

記
の
「
評
定
対
象
項
目
」
の
４
項
目

以
上
が
該
当
す
る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
，
必
要
な
測
定
項

目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基
準
に

基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
，
測
定
値
が

規
格
値
を
満
足
し
，
そ
の
ば
ら
つ
き

が
規
格
値
の
概
ね
５
０
％
以
内
で
，

下
記
の
「
評
定
対
象
項
目
」
の
３
項

目
以
上
が
該
当
す
る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
，
必
要
な
測
定
項

目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基
準
に

基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
，
測
定
値
が

規
格
値
を
満
足
し
，
そ
の
ば
ら
つ
き

が
規
格
値
の
概
ね
８
０
％
以
内
で
，

下
記
の
「
評
定
対
象
項
目
」
の
３
項

目
以
上
が
該
当
す
る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
，
必
要
な
測
定
項

目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基
準
に
基

づ
き
行
わ
れ
て
お
り
，
測
定
値
が
規

格
値
を
満
足
し
，
そ
の
ば
ら
つ
き
が

規
格
値
の
概
ね
８
０
％
以
内
で
，
下

記
の
「
評
定
対
象
項
目
」
の
２
項
目

以
上
が
該
当
す
る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
，
必
要
な
測

定
項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測

定
基
準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て

お
り
，
測
定
値
が
規
格
値
を
満

足
し
，
ａ
～
ｂ
’
に
該
当
し
な

い
。

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
出
来
形
管
理
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
，
出
来
形
管
理
図
及
び
出
来
形
管
理
表
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
不
可
視
部
分
の
出
来
形
が
写
真
で
確
認
で
き
る
。

 

 
写
真
管
理
基
準
の
管
理
項
目
を
満
足
し
て
い
る
。

 

 
出
来
形
管
理
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
工
種
に
つ
い
て
，
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 
 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，監
督
員
が
文
書
で

指
示
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 □
 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，か
し
担
保
に
よ
る

修
補
又
は
損
害
賠
償
請
求

を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，
検
査
職
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 

優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
劣
っ
て
い
る

 
劣
っ
て
い
る

 

３
．
出
来
形
及
び
出
来
ば
え

 
  
Ⅰ
．
出
来
形

 

機
械
設
備
工
事

 
 ※
上
記
欄
に
よ

ら
ず
，
当
該
欄

で
評
価

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 

 
据
付
に
関
す
る
出
来
形
管
理
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
，
出
来
形
管
理
図
な
ど
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
般
に
わ
た
り
，
形
状
及
び
寸
法
の
実
測
値
が
許
容
範
囲
内
で
あ
り
，
出
来
形
の
確
認
が
で
き
る
。

 

 
施
工
管
理
基
準
の
撮
影
記
録
が
撮
影
基
準
を
満
足
し
，
出
来
形
の
確
認
が
で
き
る
。

 

 
設
計
図
書
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
出
来
形
管
理
項
目
に
つ
い
て
，
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
不
可
視
部
分
の
出
来
形
が
写
真
で
確
認
で
き
る
。

 

 
塗
装
管
理
基
準
の
塗
膜
厚
管
理
が
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
，
出
来
形
の
確
認
が
で
き
る
。

 

 
溶
接
管
理
基
準
の
出
来
形
管
理
が
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
，
出
来
形
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
予
備
品
に
不
足
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
分
解
整
備
に
お
け
る
既
設
部
品
等
の
摩
耗
，
損
傷
等
に
つ
い
て
，
整
備
前
と
整
備
後
の
老
化
状
況
及
び
回
復
状
況
が
図
表
等
に
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  ●
判
断
基
準

 
評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ａ
’

 
評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

 
評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ
 

 
 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，監
督
員
が
文
書
で

指
示
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 □
 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，か
し
担
保
に
よ
る

修
補
又
は
損
害
賠
償
請
求

を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，
検
査
職
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

①
 
出
来
形
は
，
工
事
全
般
を
通
じ
て
評
定
す
る
も
の
と
す
る
。

 

②
 
出
来
形
と
は
，
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
工
事
目
的
物
の
形
状
及
び
寸
法
を
い
う
。

 

③
 
出
来
形
管
理
と
は
，「
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
」
の
測
定
項
目
，
測
定
基
準
及
び
規
格
値
に
基
づ
き
所

定
の
出
来
形
を
確
保
す
る
管
理
体
系
で
あ
る
。

 
④
 
出
来
形
管
理
項
目
を
設
定
し
て
い
な
い
工
事
は
「
ｃ
」
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
２
④

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
 
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 

優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
劣
っ
て
い
る

 
劣
っ
て
い
る

 
３
．
出
来
形
及
び
出
来
ば
え

 
  
Ⅰ
．
出
来
形

 

電
気
設
備
工
事

 

通
信
設
備
工

事
・
受
変
電
設

備
工
事

 
 ※
上
記
欄
に
よ

ら
ず
，
当
該
欄

で
評
価

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
据
付
に
関
す
る
出
来
形
管
理
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
，
出
来
形
管
理
図
及
び
出
来
形
管
理
表
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
機
器
等
の
測
定
（
試
験
）
結
果
が
，
そ
の
都
度
管
理
図
表
な
ど
に
記
録
さ
れ
，
適
切
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
写
真
管
理
基
準
の
管
理
項
目
を
満
足
し
て
い
る
。

 

 
不
可
視
部
分
の
出
来
形
が
写
真
で
確
認
で
き
る
。

 
 
設
計
図
書
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
出
来
形
管
理
項
目
に
つ
い
て
，
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
設
備
全
般
に
わ
た
り
，
形
状
，
寸
法
の
実
測
値
が
許
容
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
設
備
の
据
付
，
固
定
方
法
が
，
設
計
図
書
又
は
承
諾
図
書
の
と
お
り
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
配
管
及
び
配
線
が
設
計
図
書
又
は
承
諾
図
書
通
り
敷
設
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
行
先
な
ど
を
表
示
し
た
名
札
が
，
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
に
分
か
り
易
く
堅
固
に
取
り
付
け
て
い
る
。

 

 
配
管
及
び
配
線
の
支
持
間
隔
や
絶
縁
抵
抗
等
に
つ
い
て
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ａ
’

 

評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

 

評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，
監
督
員
が
文
書

で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 □
 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，
か
し
担
保
に
よ

る
修
補
又
は
損
害
賠
償
請

求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は

測
定
値
が
不
適
切
で
あ
っ

た
た
め
，
検
査
職
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
２
⑤

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト

 

構
造
物
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
，
最
大
骨
材
粒
径
，
塩
化
物
総
量
，
単
位
水
量
，
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）
が

確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
，
温
度
，
ス
ラ
ン
プ
，
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 
 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
，
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
条
件
や
気
象
条
件
に
適
し
た
運
搬
時
間
，
打
設
時
の
投
入
高
さ
及
び
締
固
め
方
法
が
，
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

（
寒
中
及
び
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
含
む
）

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
，
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
前
に
，
打
継
ぎ
目
処
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
品
質
が
，
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
に
さ
び
，
ど
ろ
，
油
等
の
有
害
物
が
鉄
筋
に
付
着
し
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
組
立
及
び
加
工
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 

 
圧
接
作
業
に
あ
た
り
，
作
業
員
の
技
量
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ス
ペ
ー
サ
ー
の
品
質
及
び
個
数
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

土
工
事

 
（
切
土
，
盛
土
，

 

堤
防
等
工
事
）

 
 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
雨
水
に
よ
る
崩
壊
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
，
排
水
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
段
切
り
を
設
計
図
書
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
置
換
え
の
た
め
の
掘
削
を
行
う
に
あ
た
り
，
掘
削
面
以
下
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
締
固
め
が
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
一
層
あ
た
り
の
ま
き
出
し
厚
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
芝
付
け
及
び
種
子
吹
付
を
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
構
造
物
周
辺
の
締
固
め
を
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
土
羽
土
の
土
質
が
設
計
図
書
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
Ｃ
Ｂ
Ｒ
試
験
な
ど
の
品
質
管
理
に
必
要
な
試
験
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
法
面
に
有
害
な
亀
裂
が
無
い
。

 

 
伐
開
除
根
作
業
が
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④

 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④

 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。
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別
紙
－
２
⑥

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

護
岸
・
根
固
・

 

水
制
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
施
工
基
面
を
平
滑
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
裏
込
材
及
び
胴
込
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
締
固
め
を
，
空
隙
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
，
石
積
（
張
），
法
枠
，
か
ご
マ
ッ
ト
等
に
お
け
る
材
料
の
か
み
合
わ
せ
又
は
連
結
が
，
裏
込
材
の
吸
出
し
が
無
い
よ
う
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
石
積
（
張
）
工
に
お
い
て
，
大
き
さ
及
び
重
さ
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
護
岸
工
の
端
部
や
曲
線
部
の
処
理
が
適
切
で
あ
り
，
必
要
な
強
度
及
び
水
密
性
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
遮
水
シ
ー
ト
が
所
定
の
幅
で
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
，
端
部
処
理
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
植
生
工
で
，
植
生
の
種
類
，
品
質
，
配
合
及
び
養
生
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
根
固
工
，
水
制
工
，
沈
床
工
，
捨
石
工
等
に
お
い
て
，
材
料
の
連
結
及
び
か
み
合
わ
せ
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
指
定
材
料
の
品
質
が
，
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 
 
基
礎
工
に
お
い
て
，
掘
り
過
ぎ
が
無
く
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
損
傷
無
く
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
施
工
に
あ
た
っ
て
，
床
堀
箇
所
の
湧
水
及
び
滞
水
等
は
，
排
除
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
埋
戻
し
材
料
に
つ
い
て
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
□
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か
し

担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠
償

請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

鋼
橋
工
事

 

（
Ｒ
Ｃ
床
版
工
事
は

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
に
準
ず
る
）

 
 

●
評
価
対
象
項
目

 
【
工
場
製
作
関
係
】

 
 
鋼
材
の
種
別
を
，
品
質
を
証
明
す
る
書
類
又
は
現
物
に
よ
り
照
合
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
溶
接
作
業
に
あ
た
り
，
作
業
員
の
技
量
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
溶
接
作
業
に
あ
た
り
，
溶
接
材
料
の
使
用
区
分
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
溶
接
施
工
に
係
る
施
工
計
画
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
孔
空
け
に
よ
っ
て
生
じ
た
ま
く
れ
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
な
ど
，
き
め
細
や
か
に
製
作
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
欠
陥
部
の
発
生
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
塗
装
作
業
に
あ
た
り
，
塗
布
面
を
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
素
地
調
整
を
行
う
場
合
，
第
１
種
ケ
レ
ン
後
４
時
間
以
内
に
金
属
前
処
理
塗
装
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
塗
料
の
空
缶
管
理
に
つ
い
て
，
写
真
等
で
確
実
に
空
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
塗
料
の
品
質
が
出
荷
証
明
書
，
塗
料
成
績
表
に
よ
り
，
製
造
年
月
日
，
ロ
ッ
ト
番
号
，
色
彩
，
数
量
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【
架
設
関
係
】

 
 
ボ
ル
ト
の
締
付
確
認
が
実
施
さ
れ
，
記
録
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ボ
ル
ト
の
締
付
機
及
び
測
定
機
器
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 
 
高
力
ボ
ル
ト
の
締
め
付
け
を
，
中
心
か
ら
外
側
に
向
か
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
高
力
ボ
ル
ト
の
品
質
が
，
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
支
承
の
据
付
で
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
の
チ
ッ
ピ
ン
グ
及
び
仕
上
げ
面
に
水
切
勾
配
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
架
設
に
あ
た
っ
て
，
部
材
の
応
力
と
変
形
等
を
十
分
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
架
設
に
用
い
る
仮
設
備
及
び
架
設
用
機
材
に
つ
い
て
品
質
，
性
能
が
確
保
で
き
る
規
模
及
び
強
度
を
有
し
て
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
現
場
塗
装
部
の
ケ
レ
ン
及
び
膜
厚
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
現
場
塗
装
に
お
い
て
，
温
度
，
湿
度
，
風
速
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か
し

担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠
償

請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
の
項
目
の
あ
る
場
合
は
，
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④

 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
２
⑦

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

砂
防
構
造
物
工
事

 

及
び

 
地
す
べ
り
防
止
工
事

 

（
集
水
井
工
事
を
含

む
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 

【
共
通
】

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
，
最
大
骨
材
粒
径
，
塩
化
物
総
量
，
単
位
水
量
，
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）

が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
，
温
度
，
ス
ラ
ン
プ
，
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 
 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
，
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
運
搬
時
間
，
打
設
時
の
投
入
高
さ
，
締
固
時
の
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
の
機
種
及
び
養
生
方
法
が
，
施
工
条
件
及
び
気
象
条
件
に
適
し
て
お
り
，
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。（
寒
中
及
び
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
含
む
）

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
て
お
り
，
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
。

 

 
地
山
と
の
取
り
合
わ
せ
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
及
び
鋼
材
の
品
質
が
，
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 
 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【
砂
防
構
造
物
工
事
に
適
用
】

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
さ
び
，
ど
ろ
，
油
等
の
有
害
物
が
，
鉄
筋
に
付
着
し
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
組
立
及
び
加
工
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
基
面
を
平
滑
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ア
ン
カ
ー
の
施
工
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ボ
ル
ト
の
締
付
確
認
が
実
施
さ
れ
，
記
録
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ボ
ル
ト
の
締
付
機
及
び
測
定
機
器
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【
地
す
べ
り
対
策
工
事
（
抑
止
杭
・
集
水
井
戸
工
事
を
含
む
）】

 

 
ア
ン
カ
ー
の
施
工
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
の
組
み
立
て
に
あ
た
り
，
偏
心
と
歪
み
に
配
慮
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
と
地
山
と
の
隙
間
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
集
・
排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
の
方
向
及
び
角
度
が
，
適
正
と
な
る
よ
う
に
施
工
上
の
配
慮
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準
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別
紙
－
２
⑧

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

舗
装
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

【
路
床
・
路
盤
工
関
係
】

 
 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験
方
法
で
Ｃ
Ｂ
Ｒ
値
を
測
定
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
路
床
及
び
路
盤
工
の
プ
ル
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
路
床
及
び
路
盤
工
の
密
度
管
理
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
路
盤
の
安
定
処
理
は
材
料
が
均
一
に
な
る
よ
う
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
路
盤
の
施
工
に
先
立
っ
て
，
路
床
面
，
下
層
路
盤
面
の
浮
き
石
及
び
有
害
物
を
除
去
し
て
か
ら
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
路
床
盛
土
に
お
い
て
，
一
層
の
仕
上
が
り
厚
を
２
０
ｃ
ｍ
以
下
と
し
，
各
層
ご
と
に
締
固
め
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
路
床
盛
土
に
お
い
て
，
構
造
物
の
隣
接
箇
所
や
狭
い
箇
所
に
お
け
る
締
固
め
が
，
タ
ン
パ
等
の
小
型
締
固
め
機
械
に
よ
り
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  【
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
関
係
】

 

 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
品
質
が
，
配
合
設
計
及
び
試
験
練
り
の
結
果
又
は
事
前
審
査
制
度
の
証
明
書
類
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

 

 
舗
装
工
の
施
工
に
あ
た
っ
て
，
上
層
路
盤
面
の
浮
き
石
な
ど
の
有
害
物
を
除
去
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
プ
ラ
ン
ト
出
荷
時
，
現
場
到
着
時
，
舗
設
時
等
に
お
い
て
，
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
温
度
管
理
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
舗
設
後
の
交
通
開
放
が
，
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
各
層
の
継
ぎ
目
の
位
置
が
，
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
縦
継
目
及
び
横
継
目
の
位
置
，
構
造
物
と
の
接
合
面
の
処
理
等
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
運
搬
及
び
舗
設
に
あ
た
っ
て
，
気
象
条
件
を
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
密
度
管
理
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  【
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
関
係
】

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
，
最
大
骨
材
粒
径
，
塩
化
物
総
量
，
単
位
水
量
，

 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）
が
確
認
で
き
る
。

 
 
舗
装
工
の
施
工
に
先
だ
っ
て
，
上
層
路
盤
面
の
浮
き
石
等
の
有
害
物
を
除
去
し
て
か
ら
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
，
温
度
，
ス
ラ
ン
プ
，
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
運
搬
時
間
，
打
設
方
法
及
び
養
生
方
法
が
，
施
工
条
件
及
び
気
象
条
件
に
適
し
て
お
り
，
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
材
料
が
分
離
し
な
い
よ
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
均
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
チ
ェ
ア
ー
及
び
タ
イ
バ
ー
を
損
傷
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準
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別
紙
－
２
⑨

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

法
面
工
事

 
  

●
評
価
対
象
項
目

 

【
共
通
】

 
 
施
工
基
面
を
平
滑
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。（
特
に
法
枠
工
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
関
係
）

 

 
施
工
に
際
し
て
，
品
質
に
害
と
な
る
施
工
面
の
浮
き
石
や
ゴ
ミ
等
を
除
去
し
て
か
ら
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
盛
土
の
施
工
に
あ
た
り
，
法
面
の
崩
壊
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
締
固
め
を
十
分
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
雨
水
に
よ
る
崩
壊
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
，
排
水
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 【
種
子
吹
付
工
，
客
土
吹
付
工
，
植
生
基
材
吹
付
工
関
係
】

 

 
土
壌
試
験
の
結
果
を
施
工
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ネ
ッ
ト
な
ど
の
境
界
に
隙
間
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ネ
ッ
ト
な
ど
が
破
損
を
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
吹
付
け
厚
さ
が
均
等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
使
用
す
る
材
料
の
種
類
，
品
質
，
配
合
等
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
時
期
が
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 【
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
関
係
】

 
 
使
用
す
る
材
料
の
種
類
，
品
質
及
び
配
合
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
金
網
の
重
ね
幅
が
，
１
０
ｃ
ｍ
以
上
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
金
網
が
破
損
を
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
吸
水
性
の
吹
付
け
面
に
お
い
て
，
事
前
に
吸
水
さ
せ
て
か
ら
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
吹
付
け
厚
さ
が
均
等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
吹
付
け
厚
さ
に
応
じ
て
２
層
以
上
に
分
割
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
供
試
体
が
，
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
不
良
箇
所
が
生
じ
な
い
よ
う
跳
ね
返
り
材
料
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
法
肩
の
吹
付
け
に
あ
た
り
，
地
山
に
沿
っ
て
巻
き
込
ん
で
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 【
現
場
打
法
枠
工
関
係
（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
法
枠
工
含
む
）】

 
 
使
用
す
る
材
料
の
種
類
，
品
質
及
び
配
合
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ア
ン
カ
ー
を
設
計
図
書
ど
お
り
の
長
さ
で
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 

 
現
場
養
生
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
す
る
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
枠
内
に
空
隙
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
層
間
に
は
く
離
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
不
良
箇
所
が
生
じ
な
い
よ
う
跳
ね
返
り
材
料
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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 別
紙
－

2⑩
 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
３
．
出
来
形

 
及
び

 

出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

港
湾
築
造
工
事

 
●
 
評
価
対
象
項
目

 
【
共
 
通
】
 

□
 濁
り
防
止
等
環
境
保
全
に
十
分
注
意
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 既
設
構
造
物
に
影
響
の
な
い
よ
う
十
分
検
討
し
て
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 航
行
船
舶
に
影
響
の
な
い
よ
う
十
分
検
討
し
て
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 材
料
等
の
品
質
に
異
常
値
が
想
定
さ
れ
る
場
合
，
品
質
確
認
に
必
要
な
試
験
等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 気
象
・
海
象
を
十
分
調
査
し
て
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 仕
様
書
に
定
め
ら
れ
た
施
工
上
の
注
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 一
般
船
に
十
分
注
意
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 作
業
船
が
十
分
管
理
下
に
お
か
れ
，
統
率
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 【
浚
渫
・
床
掘
関
係
】
 

□
 土
砂
処
分
に
お
け
る
運
搬
途
中
で
漏
出
が
な
い
よ
う
に
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 浚
渫
工
又
は
床
掘
工
に
つ
い
て
仕
様
書
に
定
め
ら
れ
た
施
工
上
の
注
意
事
項
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 土
砂
処
分
に
お
け
る
土
質
改
良
が
適
切
に
行
わ
れ
施
工
し
て
い
る
。
 

□
 土
砂
の
含
水
比
等
に
配
慮
し
，
土
砂
の
処
分
，
仮
置
を
行
っ
て
い
る
。
 

□
 浚
渫
又
は
床
掘
土
砂
に
，
か
つ
大
物
等
が
混
入
し
て
い
た
場
合
，
適
正
に
分
別
処
理
さ
れ
施
工
し
て
い
る
。
 

□
 土
砂
仮
置
場
に
お
け
る
飛
砂
防
止
や
排
水
を
考
慮
し
た
対
策
を
講
じ
て
施
工
し
て
い
る
。
 

□
 必
要
以
上
に
余
掘
を
行
わ
な
い
な
ど
，
精
度
良
く
浚
渫
す
る
こ
と
で
，
土
砂
処
分
量
の
縮
減
に
努
め
た
。
 

□
 潮
位
及
び
潮
流
，
波
浪
等
の
状
況
を
十
分
把
握
し
て
施
工
さ
れ
て
い
る
。
 

□
 土
質
改
良
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
記
録
で
確
認
で
き
る
。
 

□
 土
捨
場
土
量
に
制
約
が
あ
る
場
合
，
適
切
な
土
量
で
，
許
容
範
囲
に
精
度
良
く
平
坦
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
 

□
 土
捨
場
に
制
約
が
な
く
，
深
掘
し
て
も
周
辺
構
造
物
に
影
響
が
な
い
場
合
，
今
後
の
埋
没
も
考
慮
し
，
深
く
平
坦
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
 

□
 土
質
に
対
し
て
，
適
正
な
船
舶
，
機
械
を
使
用
し
，
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
。
（
大
型
船
に
よ
る
施
工
で
，
作
業
日
数
短
縮
等
も
含
む
）
 

□
 浚
渫
・
床
掘
時
に
濁
り
防
止
に
十
分
注
意
し
て
，
漏
出
が
な
い
よ
う
に
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 浚
渫
工
又
は
床
掘
工
に
お
い
て
，
作
業
現
場
の
土
質
条
件
，
海
象
条
件
，
周
辺
海
域
の
利
用
状
況
等
を
考
慮
し
て
，
効
率
的
作
業
が
可
能
な
作
業
船
を
選
定
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 土
砂
運
搬
に
お
い
て
，
施
工
の
効
率
，
周
辺
海
域
の
利
用
状
況
を
考
慮
し
て
，
土
砂
の
運
搬
経
路
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 床
掘
工
に
お
い
て
，
底
面
の
地
層
確
認
を
行
な
っ
て
い
る
。
 

□
 床
掘
工
に
お
い
て
，
底
面
，
法
面
の
施
工
で
出
来
形
の
許
容
範
囲
を
超
え
た
場
合
，
置
換
材
と
同
等
以
上
の
材
料
で
埋
戻
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 置
換
材
の
規
格
・
品
質
が
試
験
成
績
表
等
(現
物
照
合
を
含
む
)で
確
認
で
き
る
。
 

□
 砲
弾
等
の
爆
発
物
が
発
見
さ
れ
た
場
合
，
関
係
機
関
へ
の
報
告
が
速
や
か
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 【
地
盤
改
良
関
係
】
 

□
 改
良
材
料
の
品
質
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
記
録
で
確
認
で
き
る
。
 

□
 浮
泥
を
巻
き
込
ま
な
い
よ
う
置
換
材
を
投
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 サ
ン
ド
ド
レ
ー
ン
，
砕
石
ド
レ
ー
ン
，
サ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
及
び
ロ
ッ
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
が
連
続
し
た
一
様
な
形
状
・
品
質
に
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
打
込
記
録
等
に
よ
り

確
認
で
き
る
。
 

□
 ペ
ー
パ
ー
ド
レ
ー
ン
が
計
画
深
度
ま
で
破
損
な
く
正
常
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
打
込
記
録
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
と
と
も
に
，
打
設
を
完
了
し
た
ペ
ー
パ
ー
ド
レ
ー
ン
の
頭
部
が
保
護
さ

れ
，
排
水
効
果
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 深
層
混
合
処
理
の
打
込
記
録
等
か
ら
，
仕
様
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 前
記
以
外
の
改
良
工
法
に
つ
い
て
，
記
録
か
ら
仕
様
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 盛
上
り
土
の
状
況
確
認
及
び
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
記
録
で
確
認
で
き
る
。
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。
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□
 施
工
面
か
ら
浮
泥
等
の
品
質
の
害
と
な
る
も
の
を
除
去
し
て
か
ら
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 【
マ
ッ
ト
，
捨
石
及
び
均
し
関
係
】
 

□
 捨
石
，
被
覆
石
な
ど
材
料
の
規
格
・
品
質
が
試
験
成
績
表
等
(現
物
照
合
を
含
む
)で
確
認
で
き
る
。
 

□
 マ
ッ
ト
が
破
損
な
く
所
定
の
幅
で
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
写
真
記
録
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
 

□
 捨
石
，
被
覆
及
び
根
固
め
石
が
ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
堅
固
に
施
工
さ
れ
，
記
録
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
 

□
 裏
込
め
が
既
設
構
造
物
及
び
防
砂
目
地
板
の
破
損
が
な
く
施
工
さ
れ
，
記
録
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
 

 【
本
体
：
杭
及
び
矢
板
，
控
工
関
係
】
 

□
 鋼
材
の
規
格
・
数
量
が
ミ
ル
シ
ー
ト
等
（
現
物
照
合
を
含
む
）
で
確
認
で
き
る
。
 

□
 鋼
材
の
保
管
に
あ
た
り
，
変
形
及
び
塗
覆
装
面
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
，
適
切
に
処
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 杭
及
び
矢
板
に
損
傷
及
び
補
修
痕
が
な
く
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 水
平
度
・
鉛
直
度
等
が
設
計
図
書
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 杭
及
び
矢
板
の
打
止
め
の
施
工
管
理
方
法
等
が
整
備
さ
れ
，
か
つ
記
録
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 腹
起
し
材
を
全
長
に
わ
た
り
規
定
の
水
平
高
さ
に
取
り
付
け
，
ボ
ル
ト
で
十
分
締
め
付
け
矢
板
壁
に
密
着
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 タ
イ
ロ
ッ
ド
は
隅
角
部
等
特
別
な
場
合
を
除
き
矢
板
法
線
に
対
し
て
直
角
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 タ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
は
隅
角
部
等
特
別
な
場
合
を
除
き
矢
板
法
線
に
対
し
て
直
角
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 溶
接
及
び
切
断
の
品
質
管
理
に
関
し
て
仕
様
書
に
定
め
ら
れ
た
事
項
が
確
認
で
き
る
。
 

 【
本
体
：
ケ
ー
ソ
ン
据
付
，
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
関
係
】
 

□
 ケ
ー
ソ
ン
仮
置
に
先
立
ち
仮
置
場
を
調
査
し
，
仮
置
作
業
が
所
定
の
位
置
に
異
常
な
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 ケ
ー
ソ
ン
据
付
に
先
立
ち
，
気
象
・
海
象
等
を
十
分
調
査
し
，
据
付
作
業
が
所
定
の
精
度
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 ケ
ー
ソ
ン
据
付
等
及
び
中
詰
に
お
い
て
ケ
ー
ソ
ン
及
び
既
設
構
造
物
等
の
破
損
が
な
く
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
に
先
立
ち
，
気
象
・
海
象
等
を
十
分
調
査
し
，
据
付
作
業
が
所
定
の
精
度
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 ブ
ロ
ッ
ク
据
付
等
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
既
設
構
造
物
等
の
破
損
が
な
く
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 ケ
ー
ソ
ン
え
い
航
に
先
立
ち
，
気
象
・
海
象
等
を
十
分
調
査
し
，
適
切
な
時
期
を
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 ケ
ー
ソ
ン
え
い
航
に
先
立
ち
，
上
蓋
，
安
全
ネ
ッ
ト
又
は
吊
り
足
場
等
を
設
置
し
，
墜
落
防
止
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 ケ
ー
ソ
ン
注
水
時
の
隔
室
の
水
頭
差
が
1ｍ
以
内
に
な
る
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 ケ
ー
ソ
ン
仮
置
き
，
据
付
の
時
期
に
つ
い
て
，
仕
様
書
を
満
足
す
る
よ
う
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

□
 中
詰
に
お
い
て
海
上
漏
出
が
な
い
よ
う
に
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 【
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
係
】
 

□
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
，
最
大
骨
材
粒
径
，
塩
化
物
総
量
，
単
位
水
量
，
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）
が
確
認

で
き
る
。

 

□
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
，
温
度
，
ス
ラ
ン
プ
，
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

□
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
，
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
□
施
工
条
件
や
気
象
条
件
に
適
し
た
運
搬
時
間
，
打
設
時
の
投
入
高
さ
及
び
締
固
め
方
法
が
，
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。（
寒
中
及
び
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を

含
む
）

 

□
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
，
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
□
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
前
に
，
打
継
ぎ
目
処
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

□
鉄
筋
の
品
質
が
，
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 

□
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
に
さ
び
，
ど
ろ
，
油
等
の
有
害
物
が
鉄
筋
に
付
着
し
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
□
鉄
筋
の
組
立
及
び
加
工
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

□
圧
接
作
業
に
あ
た
り
，
作
業
員
の
技
量
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

□
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
□
ス
ペ
ー
サ
ー
の
品
質
及
び
個
数
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

□
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 

□
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
２
⑪

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

基
礎
工
事
及
び

 

地
盤
改
良
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

【
杭
関
係
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鋼
管
・
鋼
管
井
筒
，
場
所
打
，
深
礎
等
）】

 
 
杭
に
損
傷
及
び
補
修
痕
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
既
製
杭
の
打
止
め
管
理
の
方
法
及
び
場
所
打
杭
の
施
工
管
理
の
方
法
が
整
備
さ
れ
て
お
り
，
そ
の
記
録
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
杭
頭
処
理
に
お
い
て
，
杭
本
体
を
損
傷
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
水
平
度
，
鉛
直
度
等
が
，
設
計
図
書
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
溶
接
の
品
質
管
理
に
関
し
て
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
支
持
地
盤
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
，
掘
削
深
さ
，
掘
削
土
砂
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

 
 
場
所
打
杭
に
つ
い
て
，
ト
レ
ミ
ー
管
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
２
ｍ
以
上
挿
入
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
掘
削
深
度
，
排
出
土
砂
，
孔
内
水
位
の
変
動
及
び
安
定
液
を
用
い
る
場
合
の
孔
内
の
安
定
液
濃
度
並
び
に
比
重
等
が
，
設
計
図
書
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
配
筋
，
ス
ペ
ー
サ
ー
の
配
置
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
等
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
の
組
み
立
て
に
あ
た
り
，
偏
心
と
歪
み
に
配
慮
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
裏
込
材
注
入
の
圧
力
な
ど
が
施
工
記
録
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

 

 
強
度
確
認
，
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
の
比
重
管
理
な
ど
の
品
質
に
係
わ
る
事
項
の
管
理
資
料
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
地
盤
改
良
関
係
】

 

 
改
良
材
の
バ
ッ
チ
管
理
記
録
が
整
理
さ
れ
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
の
比
重
，
ス
ラ
リ
ー
噴
出
量
，
強
度
等
の
管
理
資
料
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
事
前
に
土
質
試
験
を
実
施
し
，
改
良
材
の
選
定
，
必
要
添
加
量
の
設
定
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
箇
所
が
均
一
に
改
良
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
，
十
分
な
強
度
及
び
支
持
力
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

海
岸
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
，
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
運
搬
，
打
設
，
締
め
固
め
が
，
気
象
条
件
に
適
し
て
お
り
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
転
置
及
び
仮
置
に
あ
た
っ
て
，
強
度
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

 

 
転
倒
や
崩
壊
等
が
無
い
よ
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
仮
置
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
捨
石
基
礎
の
均
し
面
を
平
坦
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 

 
工
事
期
間
中
，

1
日

1
回
は
潮
位
観
測
を
実
施
し
て
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
台
風
な
ど
の
異
常
気
象
に
備
え
て
施
工
前
に
避
難
場
所
の
確
保
及
び
退
避
設
備
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
  

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 

 当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 

 削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 

 評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 

 な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 

 当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 

 削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 

 評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 

 な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
２
⑫

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

 

上
部
工
事

 
（
Ｐ
Ｃ
及
び
Ｒ
Ｃ
を

対
象
）

 
 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
，
最
大
骨
材
粒
径
，
塩
化
物
総
量
，
単
位
水
量
，
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）

 
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
，
温
度
，
ス
ラ
ン
プ
，
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
供
試
体
が
，
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
施
工
条
件
や
気
象
条
件
に
適
し
た
運
搬
時
間
，
打
設
時
の
投
入
高
さ
及
び
締
固
め
方
法
が
，
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

（
寒
中
及
び
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
含
む
）

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
て
，
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
鉄
筋
の
品
質
が
，
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
引
張
強
度
及
び
曲
げ
強
度
の
試
験
値
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
に
さ
び
，
ど
ろ
，
油
等
の
有
害
物
が
鉄
筋
に
付
着
し
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
圧
接
作
業
に
あ
た
り
，
作
業
員
の
技
量
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
組
立
及
び
加
工
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ス
ペ
ー
サ
ー
の
品
質
及
び
個
数
が
，
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
プ
レ
ビ
ー
ム
桁
の
プ
レ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
使
用
す
る
装
置
及
び
機
器
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
事
前
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
緊
張
及
び
グ
ラ
ウ
ト
注
入
管
理
値
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
プ
レ
ス
ト
レ
ッ
シ
ン
グ
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強
度
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強
度
の
確
認
は
，
構
造
物
と
同
様
な
養
生
条
件
に
お
か
れ
た
供
試
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 
        

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。
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別
紙
－
２
⑬

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

塗
装
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
塗
装
作
業
に
あ
た
り
，
塗
布
面
を
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ケ
レ
ン
を
入
念
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
天
候
状
況
の
確
認
，
気
温
及
び
湿
度
の
測
定
を
行
い
，
塗
装
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
塗
料
を
使
用
前
に
撹
拌
し
，
容
器
の
塗
料
を
均
一
な
状
態
に
し
て
か
ら
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
鋼
材
表
面
及
び
被
塗
装
面
の
汚
れ
，
油
類
等
を
除
去
し
塗
装
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
塗
料
の
空
缶
管
理
に
つ
い
て
写
真
等
で
確
実
に
空
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
塗
り
残
し
，
な
が
れ
，
し
わ
等
が
無
く
塗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
溶
接
部
，
ボ
ル
ト
の
接
合
部
分
，
構
造
の
複
雑
な
部
分
に
つ
い
て
，
必
要
な
塗
膜
厚
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 

 
塗
料
の
品
質
が
出
荷
証
明
書
，
塗
料
成
績
表
に
よ
り
，
製
造
年
月
日
，
ロ
ッ
ト
番
号
，
色
彩
，
数
量
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

ト
ン
ネ
ル
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
，
最
大
骨
材
粒
径
，
塩
化
物
総
量
，
単
位
水
量
，
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）

が
確
認
で
き
る
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
，
温
度
，
ス
ラ
ン
プ
，
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
供
試
体
が
，
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
条
件
や
気
象
条
件
に
適
し
た
運
搬
時
間
，
打
設
方
法
及
び
締
固
め
方
法
が
，
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
及
び
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
の
種
別
，
規
格
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
岩
区
分
（
支
保
工
パ
タ
ー
ン
含
む
）
の
境
界
を
確
認
し
て
施
工
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
坑
内
観
察
調
査
な
ど
に
つ
い
て
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
計
測
管
理
を
日
々
行
っ
て
お
り
，
そ
の
結
果
に
基
づ
い
た
施
工
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
金
網
の
継
ぎ
目
を
１
５
ｃ
ｍ
以
上
重
ね
合
わ
せ
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
に
あ
た
っ
て
，
浮
石
等
を
除
い
た
後
に
，
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
層
の
厚
さ
が
１
５
ｃ
ｍ
以
下
で
地
山
と
密
着
す
る
よ
う
施
工

  
  

  
  

  
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
継
ぎ
す
る
場
合
は
，
吹
付
完
了
面
を
清
掃
し
た
上
，
湿
潤
状
態
で
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 

 
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
の
定
着
長
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 
防
水
工
に
防
水
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
場
合
は
，
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
等
の
突
起
物
に
モ
ル
タ
ル
や
保
護
マ
ッ
ト
等
で
防
護
対
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
逆
巻
き
の
場
合
に
お
い
て
，
側
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ー
チ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
継
目
が
同
一
線
上
で
施
工
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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評
価
す
る
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別
紙
－
２
⑭

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

植
栽
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
活
着
が
促
さ
れ
る
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
樹
木
な
ど
に
損
傷
，
は
ち
く
ず
れ
等
が
無
い
よ
う
保
護
養
生
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
樹
木
等
の
生
育
に
害
の
あ
る
害
虫
等
が
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
完
了
後
，
余
剰
枝
の
剪
定
，
整
形
そ
の
他
必
要
な
手
入
れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
肥
料
が
直
接
樹
木
の
根
に
触
れ
な
い
よ
う
均
一
に
施
肥
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
植
生
す
る
樹
木
に
応
じ
て
，
余
裕
の
あ
る
植
穴
を
堀
り
植
穴
底
部
を
耕
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
添
木
を
ぐ
ら
つ
き
が
な
い
よ
う
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
樹
名
板
を
視
認
し
や
す
い
場
所
に
据
付
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
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ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

防
護
柵
（
網
）・

 

標
識
・
区
画
線
等

 

設
置
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
防
護
柵
設
置
要
綱
，
視
線
誘
導
標
設
置
基
準
，
道
路
標
識
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
の
規
定
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
防
護
柵
等
の
床
堀
り
の
仕
上
が
り
面
に
お
い
て
，
地
山
の
乱
れ
や
不
陸
が
生
じ
な
い
よ
う
に
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
防
護
柵
等
の
基
礎
工
の
施
工
に
あ
た
っ
て
，
無
筋
及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
規
定
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
防
護
柵
等
の
支
柱
の
施
工
に
あ
た
っ
て
，
既
設
舗
装
面
へ
影
響
が
無
い
よ
う
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
基
礎
設
置
箇
所
に
つ
い
て
地
盤
の
地
耐
力
を
把
握
し
て
，
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
防
護
柵
の
支
柱
の
根
入
長
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
を
支
柱
に
取
付
け
る
場
合
，
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
所
定
の
張
力
を
与
え
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
支
柱
を
土
中
に
設
置
す
る
場
合
，
打
設
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
強
度
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ペ
イ
ン
ト
式

(常
温
式

)区
画
線
に
使
用
す
る
ｼﾝ
ﾅｰ
の
使
用
量
が
，
１
０
％
以
下
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
区
画
線
の
厚
さ
が
見
本
等
で
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
区
画
線
施
工
後
の
昼
間
及
び
夜
間
の
視
認
性
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
区
画
線
の
施
工
に
あ
た
っ
て

 設
置
路
面
の
水
分
，
泥
，
砂
じ
ん
及
び
ほ
こ
り
を
取
り
除
い
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 

 
区
画
線
を
消
去
の
場
合
，
表
示
材
（
塗
料
）
の
み
の
除
去
と
な
っ
て
お
り
，
路
面
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 
プ
ラ
イ
マ
ー
の
施
工
に
あ
た
っ
て
，
路
面
に
均
等
に
塗
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
区
画
線
の
材
料
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 
理
由
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値
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不
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，
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改
善
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た
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た
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削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
２
⑮

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－

3
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

電
線
共
同
溝
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
指
定
材
料
の
規
格
が
，
品
質
を
証
明
す
る
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 
 
管
路
の
通
過
試
験
を
行
っ
て
お
り
，
試
験
結
果
か
ら
全
箇
所
が
導
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
プ
ラ
ン
ト
出
荷
時
，
現
場
到
着
時
，
舗
設
時
等
に
お
い
て
，
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
温
度
管
理
が
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
特
殊
部
の
施
工
基
面
の
支
持
力
が
，
均
等
と
な
る
よ
う
に
か
つ
不
陸
が
無
い
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
特
殊
部
等
の
施
工
に
お
い
て
，
隣
接
す
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
目
違
い
に
よ
る
段
差
及
び
蛇
行
等
が
無
い
よ
う
敷
設
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
埋
戻
し
に
お
い
て
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
舗
装
の
復
旧
等
が
適
時
行
わ
れ
，
路
面
の
沈
下
や
不
陸
が
無
く
平
坦
性
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
管
枕
及
び
埋
設
シ
ー
ト
の
設
置
及
び
土
被
り
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
管
設
置
に
お
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
管
の
最
小
曲
げ
半
径
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
判
断
基
準

 
   

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。
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別
紙
－
２
⑯

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 

維
持
工
事

 

（
清
掃
工
，
除
草
工
，

付
属
物
工
，
除
雪
，
応

急
処
理
等
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
使
用
す
る
材
料
の
品
質
・
形
状
等
が
適
切
で
あ
り
，
か
つ
現
場
に
お
い
て
材
料
確
認
を
適
宜
・
的
確
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
構
造
物
の
劣
化
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
，
適
切
な
対
策
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
監
督
員
の
指
示
事
項
に
対
し
て
，
現
地
状
況
を
勘
案
し
，
施
工
方
法
や
構
造
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
緊
急
的
な
作
業
に
お
い
て
，
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ●
判
断
基
準

 
※
 
該
当
項
目
が
６
項
目
以
上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
該
当
項
目
が
５
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
該
当
項
目
が
４
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
該
当
項
目
が
３
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
該
当
項
目
が
２
項
目
以
下
 
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
 

注
 
記
載
の
４
項
目
を
必
須
の
評
価
対
象
項
目
と
し
，
こ
の
他
に
適
宜
項
目
を
追
加
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

 
た
だ
し
，
評
価
対
象
項
目
は
最
大
８
項
目
と
す
る
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

修
繕
工
事

 

（
橋
脚
補
強
，
耐
震
補

強
，
落
橋
防
止
等
）

 
●
評
価
対
象
項
目
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
使
用
す
る
材
料
の
品
質
・
形
状
等
が
適
切
で
あ
り
，
か
つ
現
場
に
お
い
て
材
料
確
認
を
適
宜
・
的
確
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 

 
構
造
物
の
劣
化
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
，
適
切
な
対
策
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
監
督
員
の
指
示
事
項
に
対
し
て
，
現
地
状
況
を
勘
案
し
，
施
工
方
法
や
構
造
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
施
工
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
提
言
や
修
繕
サ
イ
ク
ル
等
を
勘
案
し
た
提
案
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ●
判
断
基
準

 
※
 
該
当
項
目
が
６
項
目
以
上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
該
当
項
目
が
５
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
該
当
項
目
が
４
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
該
当
項
目
が
３
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
該
当
項
目
が
２
項
目
以
下
 
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
 

注
 
記
載
の
４
項
目
を
必
須
の
評
価
対
象
項
目
と
し
，
こ
の
他
に
適
宜
項
目
を
追
加
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

 
  

  
た
だ
し
，
評
価
対
象
項
目
は
最
大
８
項
目
と
す
る
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。
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別
紙
－
２
⑰

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
機
械
設
備
工
事

 
  

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
材
料
，
部
品
の
品
質
照
合
の
書
類
（
現
物
照
合
）
を
整
理
し
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
設
備
の
機
能
及
び
性
能
が
，
承
諾
図
書
の
と
お
り
確
保
さ
れ
，
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
設
計
図
書
の
仕
様
を
踏
ま
え
た
詳
細
設
計
を
行
い
，
承
諾
図
書
と
し
て
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
機
器
の
機
能
及
び
性
能
に
係
わ
る
成
績
書
が
整
理
さ
れ
，
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
溶
接
管
理
基
準
の
品
質
管
理
項
目
に
つ
い
て
，
品
質
管
理
書
類
を
整
理
し
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
塗
装
管
理
基
準
の
品
質
管
理
項
目
に
つ
い
て
，
品
質
管
理
書
類
を
整
理
し
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
操
作
制
御
設
備
に
つ
い
て
，
操
作
ス
イ
ッ
チ
や
表
示
灯
が
承
諾
図
書
の
と
お
り
配
置
さ
れ
，
操
作
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
操
作
制
御
設
備
の
安
全
装
置
及
び
保
護
装
置
の
機
能
・
性
能
確
認
試
験
に
つ
い
て
，
試
験
書
類
を
整
理
し
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
小
配
管
，
電
気
配
線
，
配
管
が
承
諾
図
書
の
と
お
り
敷
設
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
取
扱
説
明
書
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
（
取
扱
説
明
書
）
に
部
品
等
の
点
検
及
び
交
換
方
法
に
つ
い
て
，
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
機
器
の
配
置
が
点
検
し
や
す
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
構
造
や
機
器
の
配
置
が
，
交
換
頻
度
の
高
い
部
品
等
の
交
換
作
業
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
二
次
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
実
施
し
，
試
験
成
績
表
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
バ
ル
ブ
類
の
平
時
の
状
態
を
示
す
ラ
ベ
ル
な
ど
が
見
や
す
い
状
態
で
表
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
計
器
類
に
運
転
時
の
適
用
範
囲
を
見
や
す
く
表
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
回
転
部
や
高
温
部
等
の
危
険
箇
所
に
表
示
又
は
防
護
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
構
造
物
の
劣
化
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
，
適
切
な
対
策
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
現
地
状
況
を
勘
案
し
，
施
工
方
法
等
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
判
断
基
準

 
※
 
評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

電
気
設
備
工
事

 
 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
製
作
着
手
前
に
，
品
質
や
性
能
の
確
保
に
係
る
技
術
検
討
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
材
料
・
部
品
の
品
質
照
合
の
結
果
が
品
質
保
証
書
等
（
現
物
照
合
を
含
む
）
で
確
認
で
き
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
機
器
の
品
質
，
機
能
及
び
性
能
が
設
計
図
書
を
満
足
し
て
，
成
績
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
操
作
ス
イ
ッ
チ
や
表
示
灯
が
承
諾
図
書
の
と
お
り
配
置
さ
れ
，
操
作
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
配
管
の
接
続
な
ど
の
作
業
が
，
施
工
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
手
順
に
沿
っ
て
行
わ
れ
，
不
具
合
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
機
能
及
び
性
能
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
操
作
制
御
関
係
の
機
能
及
び
性
能
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
と
と
も
に
，
必
要
な
安
全
装
置
及
び
保
護
装
置
の
作
動
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
総
合
性
能
が
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
現
場
条
件
に
よ
っ
て
機
器

(製
品

)の
機
能
及
び
性
能
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
工
場
試
験
な
ど
で
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
体
に
つ
い
て
の
取
扱
説
明
書
を
工
夫
し
作
成
（
修
繕
（
改
造
・
更
新
含
む
）
の
場
合
は
，
修
正
又
は
更
新
）
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
で
定
期
的
な
点
検
や
交
換
を
要
す
る
部
品
及
び
箇
所
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
構
造
に
お
い
て
，
点
検
や
消
耗
品
の
取
替
え
作
業
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
判
断
基
準

 
※
 
評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検

査
職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

①
 
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。
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別
紙
－
２
⑱

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
通
信
設
備
工
事
・
受

変
電
設
備
工
事

 
 

●
評
価
対
象
項
目

 
電
気

 
 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
品
質
管
理
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
材
料
及
び
構
成
部
品
の
品
質
及
び
形
状
に
つ
い
て
，
設
計
図
書
等
と
適
合
が
確
認
で
き
る
証
明
書
等
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
材
料
の
品
質
照
合
の
結
果
が
，
品
質
保
証
書
等
（
現
物
照
合
を
含
む
）
で
確
認
で
き
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
，
機
器
の
品
質
，
機
能
及
び
性
能
が
，
成
績
等
で
確
認
で
き
，
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
配
管
の
接
続
な
ど
の
作
業
が
，
施
工
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
手
順
に
沿
っ
て
行
わ
れ
，
不
具
合
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
体
と
し
て
の
運
転
性
能
が
所
定
の
能
力
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
に
お
い
て
，
設
備
の
機
能
並
び
に
性
能
及
び
操
作
方
法
が
容
易
に
判
別
で
き
る
資
料
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
に
お
い
て
，
単
体
品
の
製
造
年
月
日
及
び
製
造
者
が
判
別
で
き
る
資
料
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
体
及
び
各
機
器
に
お
い
て
，
設
計
図
書
に
規
定
し
た
品
質
及
び
性
能
を
工
場
試
験
記
録
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
体
に
つ
い
て
の
取
扱
説
明
書
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
で
定
期
的
な
点
検
や
交
換
を
要
す
る
部
品
及
び
箇
所
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
構
造
に
お
い
て
，
点
検
や
消
耗
品
の
取
替
え
作
業
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
判
断
基
準

 
※
 
評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
＜
Ａ
＞

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 

＜
Ｂ
＞

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
，
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
，
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
  
Ⅱ
．
品
質

 

上
記
以
外
の
工
事

 
（
情
報
ボ
ッ
ク
ス
，浚
渫

工
等
）
又
は
合
併
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 
     

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
監

督
員
が
文
書
で
指
示
を
行
い
改
善

さ
れ
た
。

 
 □
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
か

し
担
保
に
よ
る
修
補
又
は
損
害
賠

償
請
求
を
行
い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定

値
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
，
検
査

職
員
が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 
 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
，
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

 
＜
Ａ
＞
 
対
象
工
事
が
ば
ら
つ
き
に
よ
る
評
価
が
不
適
切
な
工
事
 

ｅ
ｘ
）
浚
渫
工
，
取
壊
し
工
等

 

※
 
該
当
項
目
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
該
当
項
目
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
該
当
項
目
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
該
当
項
目
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
該
当
項
目
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
な
お
，
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

＜
Ｂ
＞
 
対
象
工
事
が
ば
ら
つ
き
に
よ
る
評
価
が
適
切
な
工
事

 

50
％
以
下

80
％
以
下
80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
75
％
以
上
90
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

60
％
以
上
75
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

①
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

②
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

③
 
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



 
25

別
紙
－
２
⑲

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

考
査
項
目

 
工
種

 
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
劣
っ
て
い
る

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
工
事

 
砂
防
構
造
物
工
事

 

海
岸
工
事

 

ト
ン
ネ
ル
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
表
面
状
態
が
良
い
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
通
り
が
良
い
。

 
 
天
端
仕
上
げ
，
端
部
仕
上
げ
等
が
良
い
。

 
 
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 
 
漏
水
が
無
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

土
工
事

 
（
盛
土
・
築
堤
工
事
等
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
天
端
及
び
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
構
造
物
へ
の
す
り
つ
け
な
ど
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

切
土
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
規
定
さ
れ
た
勾
配
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

 
 
切
土
法
面
の
施
工
に
あ
た
っ
て
，
法
面
の
浮
き
石
が
除
去
さ
れ
て
い
る
な
ど
，
適
切
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
法
面
勾
配
の
変
化
部
に
つ
い
て
，
干
渉
部
を
設
け
る
な
ど
適
切
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
滞
水
な
ど
に
よ
る
施
工
面
の
損
傷
が
発
生
し
な
い
よ
う
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 
関
係
構
造
物
等
と
の
取
り
合
い
が
設
計
図
書
を
満
足
す
る
よ
う
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

護
岸
・
根
固
・
水
制
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
材
料
の
か
み
合
わ
せ
が
よ
く
，
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 
 
天
端
及
び
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
既
設
構
造
物
と
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

鋼
橋
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
表
面
に
補
修
箇
所
が
無
い
。

 
 
部
材
表
面
に
傷
及
び
錆
が
無
い
。

 
 
溶
接
に
均
一
性
が
あ
る
。

 
 
塗
装
に
均
一
性
が
あ
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

地
す
べ
り
防
止
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
地
山
と
の
取
り
合
い
が
良
い
。

 
 
天
端
，
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
施
工
管
理
記
録
な
ど
か
ら
不
可
視
部
分
の
出
来
ば
え
の
良
さ
が
伺
え
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 

舗
装
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
舗
装
の
平
坦
性
が
良
い
。

 
 
構
造
物
の
通
り
が
良
い
。

 
 
端
部
処
理
が
良
い
。

 
 
構
造
物
へ
の
す
り
つ
け
等
が
良
い
。

 
 
雨
水
処
理
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

３
．
出
来
形

 
及
び

 

出
来
ば
え

 
 Ⅲ
．
出
来
ば
え

 

法
面
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
植
生
，
吹
付
等
の
状
態
が
均
一
で
あ
る
。

 
 
端
部
処
理
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ
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別
紙
－
２
⑳

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

考
査
項
目

 
工
種

 
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
又
は

 
劣
っ
て
い
る

 
港
湾
築
造
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
構
造
物
等
の
通
り
が
良
い
。

 
 
施
工
管
理
記
録
等
か
ら
不
可
視
部
分
の
出
来
ば
え
の
良
さ
が
う
か
が
え
る
。

 
 
構
造
物
等
の
表
面
及
び
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
き
め
細
や
か
な
施
工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 
ク
ラ
ッ
ク
が
な
い
。（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
含
ま
れ
る
場
合
）

 
 

●
 
判
断
基
準

 
 
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
含
ま
れ
る
場
合
）

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

 （
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
な
い
場
合
）

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
 Ⅲ
．
出
来
ば
え

 

ブ
ロ
ッ
ク
製
作
工
事

 
（
ケ
ー
ソ
ン
陸
上
製
作
工
事

を
含
む
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
肌
が
良
い
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
通
り
が
良
い
。

 
 
天
端
仕
上
げ
，
端
部
仕
上
げ
等
が
良
い
。

 
 
ク
ラ
ッ
ク
が
な
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ
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 別
紙
－
２
○21

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

考
査
項
目

 
工
種

 
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
又
は

 
劣
っ
て
い
る

 
基
礎
工
事

 
(地
盤
改
良
等
を
含
む
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
土
工
関
係
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
端
部
及
び
天
端
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
施
工
管
理
記
録
な
ど
か
ら
不
可
視
部
分
の
出
来
ば
え
の
良
さ
が
伺
え
る
。

 
 
※
地
盤
改
良
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
表
面
状
態
が
良
い
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
通
り
が
良
い
。

 
 
天
端
及
び
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
支
承
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

塗
装
工
事

 
（
工
場
塗
装
を
除
く
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
塗
装
の
均
一
性
が
良
い
。

 
 
細
部
ま
で
き
め
細
か
な
施
工
が
さ
れ
て
い
る
。

 
 
補
修
箇
所
が
無
い
。

 
 
ケ
レ
ン
の
施
工
状
況
が
良
好
で
あ
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

植
栽
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
樹
木
の
活
着
状
況
が
良
い
。

 
 
支
柱
の
取
り
付
け
が
き
め
細
か
く
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
支
柱
の
取
り
付
け
が
堅
固
で
あ
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 
 

防
護
柵
（
網
）
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
端
部
処
理
が
良
い
。

 
 
部
材
表
面
に
傷
及
び
錆
が
無
い
。

 
 
既
設
構
造
物
等
と
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
 
き
め
細
や
か
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

標
識
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
設
置
位
置
に
配
慮
が
あ
る
。

 
 
標
識
板
の
向
き
並
び
に
角
度
及
び
そ
の
支
柱
の
通
り
が
良
い
。

 
 
標
識
板
の
支
柱
に
変
色
が
無
い
。

 
 
支
柱
基
礎
が
入
念
に
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

３
．
出
来
形

 
及
び

 

出
来
ば
え

 
 Ⅲ
．
出
来
ば
え

 

区
画
線
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
塗
料
の
塗
布
が
均
一
で
あ
る
。

 
 
視
認
性
が
良
い
。

 
 
接
着
状
態
が
良
い
。

 
 
施
工
前
の
清
掃
が
入
念
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ
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別
紙
－
２
○22

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

考
査
項
目

 
工
種

 
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
劣
っ
て
い
る

 
機
械
設
備
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
主
設
備
，
関
連
設
備
及
び
操
作
制
御
設
備
が
全
体
的
に
統
制
さ
れ
て
お
り
，
運
転
操
作
性
が
良
い
。

 
 
き
め
細
か
な
施
工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
土
木
構
造
物
，
既
設
設
備
等
と
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
 
溶
接
，
塗
装
，
組
立
等
に
あ
た
っ
て
，
細
部
に
渡
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当

4
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

電
気
設
備
工
事

 
 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
き
め
細
や
か
な
施
工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
公
共
物
と
し
て
，
安
全
性
の
確
保
，
環
境
及
び
維
持
管
理
等
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
動
作
状
態
に
お
い
て
，
電
気
的
及
び
機
械
的
な
異
常
が
無
く
，
総
合
的
な
機
能
及
び
運
用
性
が
良
い
。

 
 
ケ
－
ブ
ル
等
の
接
続
方
法
及
び
収
納
状
況
が
適
切
で
あ
る
。

 
 
操
作
，
保
守
点
検
等
の
容
易
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

維
持
修
繕
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
小
構
造
物
等
に
も
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。

 
 
き
め
細
か
な
施
工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
既
設
構
造
物
と
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 
 

電
線
共
同
溝
工
事

 
   

●
評
価
対
象
項
目

 
 
歩
道
及
び
車
道
の
舗
装

(含
，仮
復
旧
舗
装

)の
勾
配
が
適
切
で
，有
害
な
段
差
が
無
く
平
坦
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

 
ﾌﾟ
ﾚｷ
ｬｽ
ﾄｺ
ﾝｸ
ﾘｰ
ﾄﾌ
ﾞﾛ
ｯｸ
の
蓋
に
，
が
た
つ
き
や
不
要
な
隙
間
が
生
じ
て
い
な
い
。

 
 
施
工
管
理
記
録
な
ど
か
ら
，
不
可
視
部
分
の
出
来
映
え
の
良
さ
が
伺
え
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 
 

通
信
設
備
工
事

 

受
変
電
設
備
工
事

 
 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
主
設
備
，
関
連
設
備
等
に
き
め
細
か
な
施
工
が
さ
れ
て
い
る
。

 
 
公
共
物
と
し
て
，
安
全
性
の
確
保
，
環
境
及
び
維
持
管
理
等
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
動
作
状
態
に
お
い
て
，
電
気
的
及
び
機
械
的
な
異
常
が
無
く
，
総
合
的
な
機
能
や
運
用
性
が
良
い
。

 
 
当
該
設
備
及
び
関
連
設
備
が
全
体
的
に
協
調
及
び
統
制
さ
れ
，
総
合
的
な
性
能
向
上
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
操
作
，
保
守
点
検
等
の
容
易
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

３
．
出
来
形

 

及
び

 
出
来
ば
え

 
 Ⅲ
．
出
来
ば
え

 

上
記
以
外
の
工
事

 

又
は

 
合
併
工
事

 

 ●
評
価
対
象
項
目

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
 
該
当
工
種
か
ら
の
評
価
対
象
項
目
で
評
価
を
行
う
。
た
だ
し
，
評
価
対
象
項
目
は
最
大
５
項
目
と
す
る
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ
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考
査
項
目
別
運
用
表

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 
考
査
項
目

 
細
 
 
別

 
対

応
事

項
 

【
事
例
】
具
体
的
な
施
工
条
件
等
へ
の
対
応
事
例

 
Ⅰ
構
造
物
の
特
殊
性
へ
の
対
応

 
 

1.
対
象
構
造
物
の
高
さ
，
延
長
，
施
工
（
断
）
面
積
，
施
工
深
度
等
の
規
模
が
特
殊
な
工
事

 
 

2.
対
象
構
造
物
の
形
状
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
，
施
工
条
件
が
特
に
変
化
す
る
工
事

 
 

3.
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※
上
記
の
対
応
事
項
に
１
つ
以
上
レ
点
が
付
け
ば
1
点
の
加
点
と
す
る
。

 
 

（
1.
に
つ
い
て
）
 

切
土
の
土
工
量
：
20
万
m3
以
上
，
盛
土
の
土
工
量
：
15
万
m3
以
上
，
護
岸
・
築
堤
の
平
均
高
さ
：
10
m
以
上
 ，
ト
ン
ネ
ル
(ｼ
ｰﾙ
ﾄﾞ
)の
直
径
：
8m
以
上
，
ダ
ム
用
水
門
の
設
計
水

深
：
25
ｍ
以
上
，
樋
門
又
は
樋
管
の
内
空
断
面
積
：
15
m2
以
上
，
揚
排
水
機
場
の
吐
出
管
径
：
2,
00
0m
m
以
上
，
堰
又
は
水
門
の
最
大
径
間
長
：
25
m
以
上
，
堰
又
は
水
門
の
径
間
数
：

3
径
間
以
上
，
堰
又
は
水
門
の
扉
体
面
積
：
50
m2
/門
以
上
，
ト
ン
ネ
ル
(開
削
工
法
)の
開
削
深
さ
：
20
ｍ
以
上
，
ト
ン
ネ
ル
(N
AT
M)
の
内
空
平
均
面
積
：
10
0m
2
以
上
，
ト
ン
ネ
ル
(沈

埋
工
法
)の
内
空
平
均
面
積
：
30
0m
2
以
上
，
海
岸
堤
防
，
護
岸
，
突
堤
又
は
離
岸
提
の
水
深
：
10
m
以
上
，
地
滑
り
防
止
工
：
幅
10
0ｍ
以
上
か
つ
法
長
15
0ｍ
以
上
，
浚
渫
工
の
浚

渫
土
量
：
10
0
万
m3
以
上
，
流
路
工
の
計
画
高
水
流
量
：
50
0m
3
以
上
，
砂
防
ダ
ム
の
堤
高
：
15
m
以
上
，
ダ
ム
の
堤
高
：
15
0ｍ
以
上
，
転
流
ト
ン
ネ
ル
の
流
下
能
力
：
40
0m
3 /
s
以

上
，
橋
梁
下
部
工
の
高
さ
：
30
m
以
上
，
橋
梁
上
部
工
の
最
大
支
間
長
：
10
0m
以
上
  
  

（
2.
に
つ
い
て
）
 

・
砂
防
工
事
な
ど
に
お
い
て
，
現
地
合
わ
せ
に
基
づ
い
て
再
設
計
が
必
要
な
工
事
。
  

・
鉄
道
に
隣
接
し
た
橋
脚
の
耐
震
補
強
工
事
又
は
河
道
内
の
流
水
部
に
お
け
る
橋
脚
の
撤
去
工
事
。
 

・
供
用
中
の
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
拡
幅
工
事
。
 

（
3.
に
つ
い
て
）
 

・
そ
の
他
，
構
造
物
固
有
の
難
し
さ
へ
の
対
応
が
特
に
必
要
な
工
事
 

・
そ
の
他
，
技
術
固
有
の
難
し
さ
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
工
事
。
 

・
地
山
強
度
が
低
い
又
は
土
被
り
が
薄
い
た
め
，
Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
な
ど
に
よ
る
検
討
が
必
要
な
工
事
。

 
Ⅱ
都
市
部
等
の
作
業
環
境
，
社
会
条
件
等
へ
の
対
応

 
 

4.
地
盤
の
変
形
，
近
接
構
造
物
，
地
中
埋
設
物
へ
の
影
響
に
配
慮
す
る
工
事

 
 

5.
周
辺
環
境
条
件
に
よ
り
，
作
業
条
件
，
工
程
等
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
工
事

 
 

6.
周
辺
住
民
等
に
対
す
る
騒
音
・
振
動
を
特
に
配
慮
す
る
工
事

 
 

7.
現
道
上
で
の
交
通
規
制
に
大
き
く
影
響
す
る
工
事

 
 

8.
緊
急
時
に
対
応
が
特
に
必
要
な
工
事

 
 

9.
施
工
箇
所
が
広
範
囲
に
わ
た
る
工
事

 
 

10
. そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※
上
記
の
対
応
事
項
に
１
つ
以
上
レ
点
が
付
け
ば
1
点
の
加
点
と
す
る
。

 
 

（
4.
に
つ
い
て
）
 

・
供
用
中
の
鉄
道
又
は
道
路
と
交
差
す
る
橋
梁
な
ど
の
工
事
。
  
 

・
市
街
地
等
の
家
屋
密
集
地
で
の
，
鉄
道
又
は
道
路
を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
す
る
工
事
。
  
 

・
監
視
な
ど
の
結
果
に
基
づ
き
，
工
法
の
変
更
を
行
っ
た
工
事
。
  

（
5.
に
つ
い
て
）
 

・
ガ
ス
管
，
水
道
管
，
電
話
線
等
の
支
障
物
件
の
移
設
に
つ
い
て
，
施
工
工
程
の
管
理
に
特
に
注
意
を
要
し
た
工
事
。
 

・
地
元
調
整
や
環
境
対
策
な
ど
の
制
約
が
特
に
多
い
工
事
。
 

・
そ
の
ほ
か
各
種
制
約
が
あ
り
，
施
工
に
特
に
厳
し
い
制
限
を
受
け
た
工
事
。
 

（
6.
に
つ
い
て
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

・
市
街
地
で
の
夜
間
工
事
。
 
 
 
  
  

・
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
で
の
工
事
。
  
  
 
 
 
 

（
7.
に
つ
い
て
）
 

・
日
交
通
量
が
概
ね
１
万
台
以
上
の
道
路
で
片
側
交
互
通
行
の
交
通
規
制
を
し
た
工
事
。
 

・
供
用
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路
等
の
路
上
工
事
で
，
交
通
規
制
が
必
要
な
工
事
。
 

・
工
事
期
間
中
の
大
半
に
わ
た
っ
て
，
交
通
開
放
を
行
う
た
め
規
制
標
識
の
設
置
撤
去
を
日
々
行
っ
た
工
事
。
  

（
8.
に
つ
い
て
）
 

・
緊
急
時
の
作
業
が
あ
り
，
そ
の
作
業
の
全
て
に
対
応
し
た
工
事
。
 

（
9.
に
つ
い
て
）
 

・
作
業
現
場
が
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
工
事
。
 

（
10
.に
つ
い
て
）
 

・
施
工
ヤ
ー
ド
の
広
さ
や
高
さ
に
制
限
が
あ
り
，
機
械
の
使
用
な
ど
施
工
に
制
約
を
受
け
た
工
事
。
 

・
そ
の
他
，
周
辺
環
境
又
は
社
会
条
件
へ
の
対
応
が
特
に
必
要
な
工
事
。

 
Ⅲ
厳
し
い
自
然
・
地
盤
条
件
へ
の
対
応

 
 

11
. 特
殊
な
地
盤
条
件
へ
の
対
応
が
必
要
な
工
事

 
 

12
. 雨
・
雪
・
風
・
気
温
・
波
浪
等
の
自
然
条
件
の
影
響
が
大
き
な
工
事

 
 

13
. 急
峻
な
地
形
及
び
土
石
流
危
険
渓
流
内
で
の
工
事

 
 

14
. 動
植
物
等
の
自
然
環
境
の
保
全
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
工
事

 
 

15
. そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

※
上
記
の
対
応
事
項
に
１
つ
以
上
レ
点
が
付
け
ば
1
点
の
加
点
と
す
る
。

 

（
11
.に
つ
い
て
）
 

・
河
川
内
の
橋
脚
工
事
に
お
い
て
地
下
水
位
が
高
く
，
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
法
な
ど
に
よ
る
排
水
や
大
規
模
な
山
留
め
な
ど
が
必
要
な
工
事
。
 

・
支
持
地
盤
の
形
状
が
複
雑
な
た
め
，
深
礎
杭
基
礎
毎
に
地
質
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
支
持
地
盤
を
確
認
し
な
が
ら
再
設
計
し
た
工
事
。
 

・
施
工
不
可
能
日
が
多
い
こ
と
か
ら
，
施
工
機
械
の
稼
働
率
や
台
数
な
ど
を
的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
生
じ
た
工
事
。
  

（
12
.に
つ
い
て
）
 

・
海
岸
又
は
河
川
区
域
内
の
た
め
，
設
計
書
で
計
上
す
る
以
上
に
波
浪
等
の
影
響
で
不
稼
働
日
が
多
く
，
主
に
作
業
船
や
台
船
を
使
用
す
る
工
事
。
 

・
潜
水
夫
を
多
用
し
た
工
事
又
は
波
浪
や
水
位
変
動
が
大
き
い
た
め
作
業
構
台
等
を
設
置
し
た
工
事
。
 

（
13
.に
つ
い
て
）
 

・
急
峻
な
地
形
の
た
め
，
作
業
構
台
や
作
業
床
の
設
置
が
制
限
さ
れ
る
工
事
。
も
し
く
は
，
命
綱
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
工
事
（
法
面
工
は
除
く
）。
 

・
斜
面
上
又
は
急
峻
な
地
形
直
下
で
の
工
事
の
た
め
，
工
事
に
伴
う
地
滑
り
防
止
対
策
等
の
安
全
対
策
を
必
要
と
し
た
工
事
。
 

・
土
石
流
危
険
渓
流
に
指
定
さ
れ
た
区
域
内
に
お
け
る
工
事
  
 

（
14
.に
つ
い
て
）
 

・
イ
ヌ
ワ
シ
等
の
猛
禽
類
な
ど
の
貴
重
な
動
植
物
へ
の
配
慮
の
た
め
，
工
程
や
施
工
方
法
に
制
約
を
受
け
た
工
事
  

（
15
.に
つ
い
て
）
 

・
そ
の
他
，
自
然
条
件
又
は
地
盤
条
件
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
工
事
。
 

・
そ
の
他
，
災
害
等
に
お
け
る
臨
機
の
措
置
の
う
ち
特
に
評
価
す
べ
き
事
項
が
認
め
ら
れ
る
工
事

 

Ⅰ
．
施
工
条
件
等
へ
の

対
応

 

Ⅳ
長
期
工
事
に
お
け
る
安
全
確
保
へ
の
対
応

 
 

16
. 1

2
ヶ
月
を
超
え
る
工
期
で
，
事
故
が
な
く
完
成
し
た
工
事
（
全
面
一
時
中
止
期
間
は
除
く
）

 
※
但
し
，
文
書
注
意
に
至
ら
な
い
事
故
は
除
く
。

 
 

17
. そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

※
上
記
の
対
応
事
項
に
１
つ
以
上
レ
点
が
付
け
ば
1
点
の
加
点
と
す
る
。

 

４
．
工
事
特
性

 

評
 
価

 
評
点
：
 
 
 
 
 
点

 

 

※
１
．
工
事
特
性
は
，
最
大
4
点
の
加
点
評
価
と
す
る
。
 

※
２
．
立
会
人
が
評
価
す
る
「
５
．
創
意
工
夫
」
と
の
二
重
評
価
は
行
わ
な
い
 

※
３
．
評
価
に
あ
た
っ
て
は
，
立
会
人
等
の
意
見
も
参
考
に
評
価
す
る
。
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（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 

優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
６
．
社
会
性
等

 
Ⅰ
．
地
域
へ
の
貢
献
等

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

 
 
現
場
事
務
所
や
作
業
現
場
の
環
境
を
周
辺
地
域
と
の
景
観
に
合
わ
せ
る
な
ど
，
積
極
的
に
周
辺
地
域
と
の
調
和
を
図
っ
た
。

 

 
定
期
的
に
広
報
紙
の
配
布
や
現
場
見
学
会
等
を
実
施
し
て
，
積
極
的
に
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

 

 
道
路
清
掃
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
，
地
域
に
貢
献
し
た
。

 
 
地
域
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
，
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

 

 
災
害
時
な
ど
に
お
い
て
，
地
域
へ
の
支
援
又
は
行
政
な
ど
に
よ
る
救
援
活
動
へ
の
積
極
的
な
協
力
を
行
っ
た
。

 

 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 
※
上
記
該
当
項
目
を
総
合
的
に
判
断
し
て
，
ａ
，
ａ
’，
ｂ
，
ｂ
’，
ｃ
評
価
を
行
う
。
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（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
細

別
 

法
令
遵
守
等
の
該
当
項
目
一
覧

 

８
．
法
令
遵
守

等
 

Ⅰ
．
法
令
遵
守
等

 
 

措
置
内
容

 
点
数

 

 
1.
指
名
除
外

4
ヶ
月
以
上

 
－
 

2
0
点

 

 
2.
指
名
除
外

3
ヶ
月
以
上

4
ヶ
月
未
満

 
－
 

1
5
点

 

 
3.
指
名
除
外

2
ヶ
月
以
上

3
ヶ
月
未
満

 
－
 

1
3
点

 

 
4.
指
名
除
外
２
週
間
以
上

2
ヶ
月
未
満

 
－
 

1
0
点

 

 
5.
文
書
注
意

 
－
 

8
点

 

 
6.
口
頭
注
意

 
－
 

5
点

 

 
7.

 工
事
関
係
者
事
故
又
は
公
衆
災
害
が
発
生
し
た
が
，
当
該
事
故
に
係
る
安
全
管
理
の
措
置
の
不
適
切
な
程
度
が
軽
微
な
た
め
，
口
頭
注

意
以
上
の
処
分
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合

 

－
 

3
点

 

 
8.
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
点

 
 

 
9.
項
目
該
当
な
し

 

 
①
 
 
本
考
査
項
目
（
７

.法
令
遵
守
等
）
で
評
価
す
る
事
例
は
，
施
工
に
あ
た
っ
て
工
事
関
係
者
が
下
記
の
適
応
事
例
で
上
表
の
措
置
が
あ
っ
た
場
合
に
適
用
す
る
。

 
②
 
「
施
工
」
と
は
，
請
負
契
約
書
の
記
載
内
容
（
工
事
名
，
工
期
，
施
工
場
所
等
）
を
履
行
す
る
こ
と
に
限
定
す
る
。

 
③
 
「
工
事
関
係
者
」
と
は
，
当
該
工
事
現
場
に
従
事
す
る
現
場
代
理
人
，
監
理
技
術
者
，
主
任
技
術
者
，
品
質
証
明
員
，
請
負
会
社
の
現
場
従
事
職
員
及
び
当
該
工
事
に
あ
た
っ
て
下
請
契
約
し
，
そ
れ
を
履
行
す
る
た
め
に
従
事
す
る
者
に
限
定
す
る
。

 
④
 
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
技
術
提
案
が
，
受
注
者
の
責
に
よ
り
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
，
８
．
そ
の
他
の
項
目
で
減
ず
る
措
置
を
行
う
。

 
 

【
上
記
で
評
価
す
る
場
合
の
適
応
事
例
】

 

1.
入
札
前
に
提
出
し
た
調
査
資
料
な
ど
に
お
い
て
，
虚
偽
の
事
実
が
判
明
し
た
。

 

 2
.承
諾
な
し
に
権
利
又
は
義
務
を
第
三
者
に
譲
渡
又
は
承
継
し
た
。

 
 3

.使
用
人
に
関
す
る
労
働
条
件
に
問
題
が
あ
り
送
検
さ
れ
た
。

 

 4
.産
業
廃
棄
物
処
理
法
に
違
反
す
る
不
法
投
棄
，
砂
利
採
取
法
に
違
反
す
る
無
許
可
採
取
等
の
関
係
法
令
に
違
反
す
る
事
実
が
判
明
し
た
。

 

 5
.当
該
工
事
関
係
者
が
贈
収
賄
な
ど
に
よ
り
逮
捕
又
は
公
訴
さ
れ
た
。

 
 6

. 
一
括
下
請
や
技
術
者
の
専
任
違
反
等
の
建
設
業
法
に
違
反
す
る
事
実
が
判
明
し
た
。

 

 7
.入
国
管
理
法
に
違
反
す
る
外
国
人
の
不
法
就
労
者
が
判
明
し
，
送
検
さ
れ
た
。

 

 8
.労
働
基
準
法
に
違
反
す
る
事
実
が
判
明
し
，
送
検
等
さ
れ
た
。

 
 9

.監
督
又
は
検
査
の
実
施
を
，
不
当
な
圧
力
を
か
け
る
な
ど
に
よ
り
妨
げ
た
。

 

10
.下
請
代
金
を
期
日
以
内
に
支
払
っ
て
い
な
い
，
不
当
に
下
請
代
金
の
額
を
減
じ
て
い
る
な
ど
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
第
４
条
に
規
定
す
る
親
事
業
者
の
遵
守
事
項
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
る
。

 

11
.過
積
載
等
の
道
路
交
通
法
違
反
に
よ
り
，
逮
捕
又
は
送
検
さ
れ
た
。

 
12

.受
注
企
業
の
社
員
に
「
指
定
暴
力
団
」
又
は
「
指
定
暴
力
団
の
傘
下
組
織
（
団
体
）」
に
所
属
す
る
構
成
員
，
準
構
成
員
，
企
業
舎
弟
等
の
暴
力
団
関
係
者
が
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

 

13
.下
請
に
暴
力
団
関
係
企
業
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
あ
る
い
は
，「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
９
条
に
記
さ
れ
て
い
る
砂
利
，
砂
，
防
音
シ
ー
ト
，
軍
手
等
の
物
品
の
納
入
，
土
木
作
業
員
や
ガ
ー
ド
マ
ン
の
受
け
入
れ
，

 

土
木
作
業
員
用
の
自
動
販
売
機
の
設
置
等
を
行
っ
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。

 
14

.安
全
管
理
が
不
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
死
傷
者
を
生
じ
さ
せ
た
工
事
関
係
者
事
故
又
は
重
大
な
損
害
を
与
え
た
公
衆
損
害
事
故
を
起
こ
し
た
。
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別
紙
－
２
○26

 

考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
 
査
 
員
）

 

考
査
項
目

 
細

別
 

総
合
評
価
方
式
に
お
け
る
価
格
以
外
の
そ
の
他
の
条
件
に
係
る
評
価
内
容
の
担
保
一
覧

 

Ⅱ
．
評
価
内
容
の
担
保

 
 

各
評
価
項
目
の
履
行
状
況

 
点
数

 
備
 
考

 

 
施
工
計
画
の
実
施
手
順
 

 〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
工
期
設
定
の
適
切
性
 
 

 〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
「
施
工
に
関
す
る
課
題
」
に
対
す
る
技
術
提
案

 

〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
5
点
 
－

10
点
 
－

15
点

 
１
提
案
に
つ
き
－

5
点
と
し
，

 

下
限
値
を
－

15
点
と
す
る

 

 
「
品
質
に
関
す
る
課
題
」
に
対
す
る
技
術
提
案

 

〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
5
点
 
－

10
点
 
－

15
点

 
１
提
案
に
つ
き
－

5
点
と
し
，

 

下
限
値
を
－

15
点
と
す
る

 

 
「
 
 
に
関
す
る
課
題
」
に
対
す
る
技
術
提
案

 

〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
5
点
 
－

10
点
 
－

15
点

 
１
提
案
に
つ
き
－

5
点
と
し
，

 
下
限
値
を
－

15
点
と
す
る

 

 
主
任
（
監
理
）
技
術
者
の
保
有
す
る
資
格

 

〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
主
任
（
監
理
）
技
術
者
の
保
有
す
る
専
門
資
格

 
〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
主
任
（
監
理
）
技
術
者
の
保
有
す
る
専
門
資
格

 

〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
過
去
の
工
事
成
績
３
件
の
平
均
点

 

〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
過
去
の
主
任
（
監
理
）
技
術
者
の
同
種
・
同
規
模
工
事
の
施
工
経
験
の
有
無

 
〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
施
工
経
験
工
事
の
従
事
役
職
〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
継
続
教
育
（

C
PD
）
の
取
組
み
〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

－
 

5
点

 
 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

－
 

5
点

 
 

 
該
当
な
し

 
 

 
本
評
価
項
目
で
評
価
す
る
事
例
は
，「
総
合
評
価
方
式
で
発
注
し
た
工
事
の
施
工
に
あ
た
り
，
価
格
以
外
の
そ
の
他
の
条
件
に
係
る
評
価
内
容
に
対
し
，
次
の
適
応
事
例
が
あ
っ
た
」
場
合
に
適
用
す
る
。

 
た
だ
し
，
受
注
者
の
責
に
よ
ら
な
い
も
の
を
除
く
。

 
【
上
記
で
評
価
す
る
場
合
の
適
応
事
例
】

 
□
 
「
工
事
の
手
順
が
適
切
で
あ
り
，
工
夫
が
見
ら
れ
る
」
と
評
価
し
た
工
事
に
つ
い
て
，
工
夫
す
る
と
し
た
手
順
で
工
事
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合

 
□
 
「
各
工
程
の
工
期
が
適
切
で
，
工
夫
が
あ
り
，
工
期
短
縮
が
見
ら
れ
る
」
と
評
価
し
た
工
事
に
つ
い
て
，
工
夫
す
る
と
し
た
施
工
計
画
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
。
ま
た
は
，
実
施
し
た
が
工
期
を
短
縮
で
き
な
か
っ
た
場
合

 
□
 
「
施
工
に
関
す
る
課
題
」
に
対
す
る
各
技
術
提
案
に
つ
い
て
，
実
施
し
な
か
っ
た
場
合

 
□
 
「
品
質
に
関
す
る
課
題
」
に
対
す
る
各
技
術
提
案
に
つ
い
て
，
実
施
し
な
か
っ
た
場
合

 
□
 
主
任
（
監
理
）
技
術
者
の
保
有
す
る
資
格
，
専
門
資
格
，
過
去
の
工
事
成
績
，
過
去
の
同
種
・
同
規
模
工
事
の
施
工
経
験
，
経
験
工
事
の
従
事
役
職
，
継
続
教
育
（

C
PD
）
の
取
組
み
等
の
各
評
価
内
容
に
つ
い
て
評
価
し
た
工
事
に
お
い
て
，
評
価
し
た
配
置
予
定
技
術

者
と
異
な
る
技
術
者
を
配
置
し
た
場
合
で
，
当
該
技
術
者
の
各
得
点
が
配
置
予
定
技
術
者
の
得
点
を
下
回
る
評
価
内
容
が
あ
る
場
合

 
□
 
そ
の
他

 
 
 
 
 
 
 
 
〔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〕

 
 

８
．
法
令
遵
守

等
 

評
価

 
 評
点
：
 
－
 
 
 
点

 

※
 
・
総
合
評
価
方
式
に
お
け
る
価
格
以
外
の
そ
の
他
の
条
件
に
関
し
て
、
受
注
者
の
責
に
よ
り
，
評
価
の
内
容
が
満
足
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
減
点
評
価
す
る
。

 

・
各
評
価
項
目
の
減
点
の
累
計
に
つ
い
て
下
限
値
は
設
け
な
い
。
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  １
 

                         ２
 
多
工
種
複
合
工
事
の
取
り
扱
い

 
（
１
）
 主
た
る
工
種
で
評
価
す
る
。
な
お
，
多
工
種
で
評
定
対
象
が
重
要
な
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

 
（
２
）
 コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
，
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
等
，
向
上
で
製
作
さ
れ
る
構
造
物
も
対
象
と
す
る
。

 
（
３
）
 評
定
は
「
合
併
工
事
」
欄
を
活
用
す
る
。

 

別
紙
－
４

出
来
形
及
び
品
質
の
ば
ら
つ
き
の
考
え
方

［
管
理
図
の
場
合
］

（
上
・
下
限
値
が
あ
る
場
合
）

（
下
限
値
の
み
の
場
合
）

［
度
数
表
ま
た
は
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
の
場
合
］

ば
ら
つ
き
が
小
さ
い

ば
ら
つ
い
て
い
る

ば
ら
つ
き
が
大
き
い

規
格
値

規
格
値

設
計
値

50％50％

80％80％

①
ば
ら
つ
き
が
5
0
％
以
下
と
判
断
で
き
る
例

規
格
値

規
格
値

設
計
値

50％50％

80％80％

②
ば
ら
つ
き
が
8
0
％
以
下
と
判
断
で
き
る
例

仮
想
の
上
限
値

規
格
値

設
計
値

50％

80％80％

上
限
値
を
仮
定

下
限
値
を
規
定

50％

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規 格 値

別
紙
－
３

 


